



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地図 1　大正 9年（1920）陸軍陸地測量部 20万分の 1地形図
59
論考編 熊野地域の港津と城館
番号 城名 所在地 単郭・複郭・出城有無 標高 比高 曲輪面積
（ 泊城 田辺市井原 複郭 （（ ｍ （（ ｍ （（（（㎡
（ 土井城 田辺市中芳養 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（ 峯山城 田辺市下芳養 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （00㎡
（ 横手山城 田辺市中芳養 単郭・出城あり 90 ｍ （0 ｍ （（00㎡
（ 日向山城 田辺市上芳養 複郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （000㎡
（ 土井山城 田辺市上芳養日向 複郭 （（ ｍ （（ ｍ （000㎡
（ 龍神山城 田辺市上芳養 単郭 （9（ ｍ （（（ ｍ （000㎡
（ 鏡子山城 田辺市上秋津 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（00㎡
9 鷹ノ巣城 田辺市上秋津 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （（00㎡
（0 中峰城 田辺市秋津川 単郭 （（（ ｍ （0 ｍ （00㎡
（（ 金比羅山城 田辺市秋津川 単郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （00㎡
（（ 殿屋敷城 田辺市秋津川 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 下崎城 田辺市秋津川 単郭 （90 ｍ （（0 ｍ （00㎡
（（ 上野山城 田辺市上野山 不明 （0 ｍ （0 ｍ 不明
（（ 初山城 田辺市下万呂 単郭 （0 ｍ （0 ｍ （00㎡
（（ 衣笠城 田辺市下三栖 複郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （（00㎡
（（ 龍口城 田辺市下三栖 複郭 （0（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 西原城 田辺市長野 単郭 （（0 ｍ （00 ｍ （（00㎡
（9 高地山城 田辺市中三栖 複郭 （（（ ｍ （90 ｍ （（0㎡
（0 宮代城 田辺市鮎川 単郭 （（0 ｍ （（（ ｍ （（00㎡
（（ 原垣内城 田辺市原垣内 複郭 （（0 ｍ ０ｍ （00㎡
（（ 打越城 田辺市下川下 複郭 （（（ ｍ （0 ｍ （00㎡
（（ 千丈山城 田辺市近露 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （（00㎡
（（ 要害森山城 田辺市道湯川 単郭 （（9 ｍ （（0 ｍ （（（㎡
（（ 萩鬼ヶ城 田辺市伏拝 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 鷹巣山城 田辺市大居 複郭 （（0 ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 和田城之森城 田辺市東和田 単郭 （（9 ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 本宮城 田辺市本宮 単郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （（（㎡
（9 小津荷鬼ヶ城 田辺市小津荷 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （00㎡
（0 釣瓶山城 西牟婁郡上富田町上田熊 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 国陣山城 西牟婁郡上富田町岩田 単郭 （（（ ｍ 90 ｍ （000㎡
（（ 龍松山城 西牟婁郡上富田町市ノ瀬 複郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 塗屋城 西牟婁郡上富田町岩崎 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （（0㎡
（（ 野田城 西牟婁郡上富田町野田 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 蛇喰城 西牟婁郡上富田町生馬 単郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （（00㎡
（（ 祇園山本陣（城） 西牟婁郡白浜町栄 複郭 （（ ｍ （（ ｍ （（00㎡
（（ 鴻巣城 西牟婁郡白浜町内ノ川 複郭 90 ｍ （0 ｍ （0（0㎡
（（ 堅田要害山城 西牟婁郡白浜町堅田 単郭 （0 ｍ （0 ｍ （（00㎡
（9 血深城 西牟婁郡白浜町平間 複郭 （00 ｍ （0 ｍ （000㎡
（0 大野城 西牟婁郡白浜町大古 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 大向出城 西牟婁郡白浜町大向 （単郭） （0 ｍ （（ ｍ 曲輪なし
（（ 古武之森城 西牟婁郡白浜町伊古木 単郭 （0（ ｍ （90 ｍ （00㎡
（（ 安宅八幡山城 西牟婁郡白浜町矢田 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 向平城 西牟婁郡白浜町向平 単郭 （（（ ｍ （00 ｍ （000㎡
（（ 市鹿野城 西牟婁郡白浜町市鹿野 単郭 （（0 ｍ （00 ｍ （（（0㎡
（（ 田野井中山城 西牟婁郡白浜町田野井 単郭 （（ ｍ （（ ｍ （000㎡
（（ 土井城 西牟婁郡白浜町田野井 複郭 （（0 ｍ （00 ｍ （000㎡
（（ 安宅勝山城 西牟婁郡白浜町塩野 複郭 （（（ ｍ （00 ｍ （（00㎡
（9 高瀬要害山城 西牟婁郡白浜町高瀬 複郭 90 ｍ （0 ｍ （000㎡
（0 藤原城 西牟婁郡すさみ町周参見 複郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （000㎡
表１　熊野地方の中世城館（山城）
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番号 城名 所在地 単郭・複郭・出城有無 標高 比高 曲輪面積
（（ 周参見中山城 西牟婁郡すさみ町山崎 現状単郭 （（ ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 周参見城 西牟婁郡すさみ町周参見 単郭 （0 ｍ （0 ｍ （（0㎡
（（ 松本氏居城 西牟婁郡すさみ町和深川 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（（ ｍ
（（ 神田城 西牟婁郡すさみ町神田 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （（00㎡
（（ 大谷城 西牟婁郡すさみ町大谷 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（0㎡
（（ 里野城屋敷 西牟婁郡すさみ町里野 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （00㎡
（（ 虎松山城跡 東牟婁郡串本町和深 複郭 （（0 ｍ （00 ｍ （（（0㎡
（（ 和深浦城 東牟婁郡串本町和深 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （00㎡
（9 三尾川中村城 東牟婁郡古座川町三尾川 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（（㎡
（0 田並上城 東牟婁郡串本町田並上 複郭 （（（ ｍ （00 ｍ （000㎡
（（ 結城城 東牟婁郡串本町有田 単郭 （（ ｍ （（ ｍ （000㎡
（（ 小山城 東牟婁郡串本町西向 単郭 （（ ｍ （（ ｍ （（00㎡
（（ 古城山城 東牟婁郡串本町古座 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （000㎡
（（ 岩屋城 東牟婁郡串本町佐部ノ口 単郭 （（0 ｍ （0 ｍ （00㎡
（（ 佐部城 東牟婁郡串本町佐部ノ口 単郭出城あり分散型 （（0 ｍ （（0 ｍ （（00㎡本城部のみ
（（ 太地城 東牟婁郡太地町太地 単郭出城あり分散型 （（ ｍ （（ ｍ （（00㎡
（（ 庄・中山城 東牟婁郡那智勝浦町庄 単郭 （0 ｍ （0 ｍ （00㎡
（（ 尾捨山城 東牟婁郡那智勝浦町下和田 単郭 （（ ｍ （0 ｍ 9（（㎡
（9 下里城 東牟婁郡那智勝浦町下里 複郭 （（ ｍ （0 ｍ （（（0㎡
（0 市屋城 東牟婁郡那智勝浦町市屋 複郭・分散 （（0 ｍ （00 ｍ （00㎡
（（ 御社森山城 東牟婁郡那智勝浦町南大居 複郭 （（ ｍ （（ ｍ （（（0㎡
（（ 要害ノ森山城 東牟婁郡那智勝浦町高遠井 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （00㎡
（（ 小匠城 東牟婁郡那智勝浦町小匠 単郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （（0㎡
（（ 弥之森城 東牟婁郡那智勝浦町口色川 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （（00㎡
（（ 石倉山城 東牟婁郡那智勝浦町井関 複郭 （0 ｍ （0 ｍ （000㎡
（（ 蚤が城 東牟婁郡那智勝浦町川関 単郭 （0（ ｍ （0 ｍ （（（㎡
（（ 藤倉城山城部 東牟婁郡那智勝浦町川関 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （00㎡
（（ 南東支城 東牟婁郡那智勝浦町川関 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （00㎡
（9 南支城 東牟婁郡那智勝浦町川関 単郭 （0 ｍ （（ ｍ （00㎡
（0 天満城 東牟婁郡那智勝浦町川関 複郭 （（ ｍ （（ ｍ （000㎡
（（ 勝山城（伝廊之坊屋敷） 東牟婁郡那智勝浦町浜ノ宮 複郭 （9 ｍ （（ ｍ （（00㎡
（（ 勝山城（伝神光坊屋敷） 東牟婁郡那智勝浦町浜ノ宮 複郭 （0 ｍ （（ ｍ （（00㎡
（（ 勝山城（伝橋爪坊） 東牟婁郡那智勝浦町浜ノ宮 複郭・分散 （0 ｍ （（ ｍ （000㎡
（（ 二河城の森城 東牟婁郡那智勝浦町二河 単郭 （（0 ｍ （00 ｍ （（0㎡
（（ 殿和田森城 東牟婁郡那智勝浦町宇久井 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （（0㎡
（（ 明神山城 新宮市矢倉町 複郭 （9 ｍ （（ ｍ （（（0㎡
（（ 越路城 新宮市越路 複郭 （（（ ｍ （（0 ｍ （000㎡
（（ 阿婦曽城 新宮市阿婦曽 単郭 （（ ｍ （0 ｍ （00㎡
（9 高田城 新宮市高田 複郭 （（0 ｍ （00 ｍ （00㎡
90 能城城 新宮市能城山本 複郭 （0 ｍ （0 ｍ （（00㎡
9（ 宮井城ノ鼻城 新宮市宮井 単郭 （0 ｍ （0 ｍ （00㎡
9（ 宮井城ノ元城 新宮市宮井 複郭 （（0 ｍ （0 ｍ （（00㎡
9（ 敷屋城 新宮市東敷屋 単郭 （（0 ｍ （（0 ｍ （00㎡
9（ 帰宅城 新宮市赤木 単郭 （00 ｍ （（0 ｍ （（0㎡
平地城館
9（ 安宅本城 西牟婁郡白浜町安宅 （（0 × （00 ｍ ７ｍ 0 ｍ （（000㎡
9（ 堀内新宮城 新宮市千穂 （（0 × 90 ｍ ７ｍ 0 ｍ （（（00㎡
9（ 坂本付城 西牟婁郡上富田町市ノ瀬 （0 × （00 ｍ外堀含まず （0 ｍ 0 ｍ （000㎡
9（ 藤倉城居館部 東牟婁郡那智勝浦町川関 （0 × （00 ｍ （ ～ （0 ｍ （ ｍ （000㎡
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論考編 熊野地域の港津と城館
記号 浦名 現在の地名 加子人数 加子米 立地 関連城館
ア 下早浦 田辺市芳養 （（ 人 （（ 石６斗 河口／浜 泊城
イ 江川 田辺市江川 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 上野山城
ウ 宿浦 田辺市神子浜 （0 人 （（ 石 湾奥／浜
エ 瀬戸鉛山 白浜町瀬戸 （0 人 （（ 石 湾奥／浜
オ 富田浦 白浜町富田 （0 人 （（ 石 河口／浜 祇園山本陣他
カ 朝無（羅）岐浦 白浜町朝来帰 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜
キ 安宅日置浦・いちゑうら 白浜町安宅・日置 （（ 人 90 石 河口／浜 八幡山城他
ク 周参見浦 すさみ町周参見 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 神田城他
ケ 見老津 すさみ町見老津 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜
コ 江住浦 すさみ町江住 （0 人 （（ 石 河口／浜
サ 里之浦 すさみ町里野 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 里野城屋敷
シ 和深浦 串本町和深 （0 人 （（ 石 河口／浜 虎松山城
ス 田子浦 串本町田子 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜
セ 江田浦 串本町江田 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜
ソ 田並浦 串本町田並 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 田並上城
タ 有田浦 串本町有田 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 結城城
チ 二部・あつまミ・たかはま 串本町二部他 （（ 人 ７石 （ 斗 河口／浜
ツ 串本・いつも・上野 串本町串本周辺 （0 人 （（ 石 串本は陸繫砂州他は湾奥／浜
テ 大しま・すゑ・いしの 串本町大島周辺 （（ 人 （（ 石 （ 斗 湾奥／浜
ト 古座浦 串本町古座 （0（ 人 （（9 石 （ 斗 河口／浜 古城山城・小山城
ナ 下田原浦 串本町下田原 （0 人 （（ 石 河口／浜 佐部城
ニ 浦神浦 那智勝浦町町浦神 （（ 人 （（ 石２斗 湾奥／浜
ヌ 粉白浦 那智勝浦町町粉白 （ 人 （ 石 （ 斗 河口／浜
ネ 下里浦 那智勝浦町下里 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 下里城
ノ 太地浦 太地町太地 （（ 人 （（ 石 （ 斗 湾奥／浜 太地城
ハ 森之浦 太地町森浦 （ 人 9 石 （ 斗 河口／浜
ヒ 那智之かつら 那智勝浦町勝浦 （（ 人 （（ 石 （ 斗 湾奥／浜 城山？
フ 那智天満 那智勝浦町天満 （（ 人 （（ 石 （ 斗 河口／浜 藤倉城・天満城
ヘ 宇久井浦 那智勝浦町宇久井 （ 人 ６石 河口／浜
ホ 三輪崎浦 新宮市三輪崎 （（ 人 （（ 石 （ 斗 湾奥／浜
マ 新宮浦 新宮市新宮 （0 人 （（ 石 河口／浜 堀内新宮城































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（（ 大向出城？ （（ 安宅八幡山城
（0 （（ 大野城
（（ 田野井中山城 9（ 安宅本城 （（000㎡（堀含む）




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































（0 （（ 周参見城 　（（ 周参見中山城
規模㎡　0 （000 （000 （000 （000 （000 （000 （000
表 4　周参見川流域の中世城館‌比高・規模表
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「
詰
城
」
の
機
能
を
持
っ
た
山
城
で
あ
ろ
う
。
　
周
参
見
川
河
口
部
に
港
津
を
想
定
し
、
小
字
「
本
城
」
に
平
時
の
屋
敷
・
館
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
対
岸
の
周
参
見
中
山
城
、
北
の
神
田
城
、
東
の
藤
原
城
、
西
南
の
周
参
見
城
な
ど
山
城
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
中
で
も
神
田
城
は
周
参
見
氏
の
詰
城
、
藤
原
城
は
周
参
見
氏
の
領
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
ま
た
東
の
尾
根
か
ら
侵
入
す
る
敵
に
備
え
た
城
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
城
館
が
同
時
に
機
能
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
地図 8　周参見明治期の小字切り図（和歌山地方法務局田辺支局蔵）
え
な
い
が
、
湾
内
が
一
望
で
き
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
　
（（
神
田
城
は
や
や
内
陸
に
入
っ
た
場
所
（
河
口
部
か
ら
一
・
五
㎞
北
）
に
位
置
す
る
。
藤
原
城
の
北
西
尾
根
続
の
先
端
に
上
下
二
段
の
曲
輪
が
あ
り
、
北
尾
根
と
南
尾
根
は
三
本
の
連
続
堀
切
で
遮
断
さ
れ
、
や
や
緩
や
か
な
西
斜
面
に
は
、
横
堀
と
畝
状
空
堀
群
が
作
ら
れ
て
い
る
（
縄
張
り
図
（（
・
写
真
（
11
（（0
）。
日
常
的
に
居
住
す
る
施
設
で
は
な
い
が
、
比
高
が
低
く
屋
敷
・
館
か
ら
有
事
の
際
に
逃
げ
込
み
や
す
い
の
で
写真 9　藤原城櫓台石段
写真 8　‌藤原城櫓台から枯木灘を望む‌
（撮影中口孝行）
写真 7　‌藤原城遠望、北から見た写真。‌
中央左最高部が藤原城
写真 10　神田城横堀（撮影野田理）
縄
張
り
図
11　
藤
原
城
縄
張
り
図
（
白
石
博
則
作
図
）
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縄張り図 14　神田城縄張り図（白石博則作図）
縄
張
り
図
12　
周
参
見
中
山
城
縄
張
り
図
（
白
石
博
則
作
図
）
縄
張
り
図
13　
周
参
見
城
縄
張
り
図
　
　
　
　
　
　
（
白
石
博
則
作
図
）
（
同
時
性
）
は
、
発
掘
資
料
も
文
献
史
料
も
な
く
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
縄
張
り
や
比
高
、
規
模
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
館
に
異
な
る
役
割
（
機
能
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
連
携
し
て
、
日
常
的
な
施
設
で
あ
る
港
津
や
集
落
・
館
・
屋
敷
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
㋚
里
之
浦
　
里
野
は
加
子
二
二
人
、
加
子
米
二
六
石
四
斗
と
小
規
模
な
港
津
で
あ
る
（
地
図
9
・
写
真
（（
）。
近
世
大
辺
路
が
海
岸
線
を
通
る
。
　
（（
里
野
城
屋
敷
或
い
は
里
野
中
山
城
と
呼
ば
れ
比
高
は
二
五
ｍ
、
湊
推
定
地
ま
で
の
直
線
距
離
は
三
五
〇
ｍ
あ
る
。
　
令
和
一
年
（
二
〇
一
九
）
の
主
郭
の
発
掘
調
査
で
、
安
土
桃
山
期
か
ら
江
戸
初
期
の
遺
物
（
土
師
器
・
土
鍋
破
片
・
唐
津
焼
碗
・
瀬
戸
焼
碗
）
が
出
土
し
た
。
明
確
な
柱
穴
跡
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
掘
対
地図 9　里之浦・和深浦周辺地図（明治期）
写真 11　里之浦
72
（（
和
深
浦
城
は
河
口
部
か
ら
八
〇
〇
ｍ
上
流
の
丘
上
に
あ
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
単
郭
で
小
規
模
。
山
麓
に
虎
松
山
城
城
主
と
さ
れ
、
和
深
八
幡
宮
の
宮
司
を
代
々
務
め
る
村
上
氏
の
屋
敷
が
あ
る
。
地
元
で
は
こ
の
屋
敷
を
「
御
高
屋
敷
」「
土
井
」
と
呼
ぶ
。
小
規
模
な
が
ら
山
麓
を
居
住
の
場
と
し
、
丘
上
を
詰
城
と
し
た
「
根
小
屋
式
城
郭
」
の
よ
う
だ
。
　
（（
虎
松
山
城
（
縄
張
り
図
（（
）
は
河
口
部
か
ら
一
・
五
㎞
上
流
に
位
置
す
る
山
城
で
山
上
か
ら
河
口
部
が
よ
く
見
え
る
。
主
な
る
曲
輪
が
二
つ
あ
り
（
図
の
Ⅰ
・
Ⅱ
）、
こ
の
地
域
で
は
規
模
が
大
き
く
、
畝
状
空
堀
群
や
連
続
堀
切
を
持
ち
非
常
に
遮
断
性
が
高
（
11
（
い
。
　
和
深
の
二
城
は
湊
か
ら
や
や
距
離
が
あ
り
、
直
接
港
津
を
押
さ
え
る
機
能
は
持
た
な
い
が
、
在
地
領
主
や
住
民
の
拠
り
所
と
な
っ
た
施
設
の
可
能
性
が
あ
る
。
㋞
田
並
浦
　
　
田
並
浦
は
田
並
川
河
口
に
港
津
が
あ
る
（
地
図
（0
）。「
究
帳
」
に
よ
る
と
「
加
子
縄張り図 15　里野中山城復元図（白石博則作図）縄張り図 16　和深浦城縄張り図（白石博則作図）
象
に
な
っ
た
場
所
は
、
居
住
す
る
た
め
の
施
設
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
（
1（
（
る
。
調
査
資
料
を
も
と
に
し
て
復
元
し
た
の
が
、
縄
張
り
図
（（
（
復
元
図
）
で
あ
（
11
（
る
。
復
元
図
を
も
と
に
考
え
る
と
山
麓
の
平
坦
地
を
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
小
規
模
な
「
根
小
屋
式
城
郭
」
と
推
定
さ
れ
る
。
里
野
の
有
力
者
が
、
何
ら
か
の
軍
事
的
な
緊
張
期
に
営
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
㋛
和
深
浦
　「
究
帳
」
に
は
加
子
三
三
人
加
子
米
三
六
石
と
あ
る
（
地
図
9
）。
縄張り図 17　虎松山城縄張り図（白石博則作図）
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場
所
に
あ
る
。
㋟
有
田
浦
　
有
田
川
河
口
部
と
浜
に
湊
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
地
図
（0
参
照
）。
　
（（
結
城
城
の
名
称
は
山
麓
の
宝
生
寺
の
文
書
に
「
下
野
の
結
城
氏
朝
が
当
地
に
来
て
築
い
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
地
元
で
は
「
城しろ
の
も
り
之
森
」
と
呼
ば
れ
る
。
港
か
ら
は
約
一
㎞
上
流
に
あ
た
る
。
　
城
は
尾
根
を
三
重
の
堀
切
・
竪
堀
で
遮
っ
て
い
る
。
主
郭
の
造
成
は
甘
い
が
、
そ
の
南
の
曲
輪
は
土
塁
で
囲
ま
れ
遮
断
性
が
高
い
。
西
の
斜
面
は
急
峻
で
遮
断
遺
構
は
必
要
が
な
い
が
、
東
斜
面
に
は
竪
堀
が
連
続
し
て
三
本
掘
ら
れ
、
畝
状
空
堀
群
を
形
成
し
て
い
る
。
虎
口
や
城
内
の
導
線
は
明
確
で
は
な
い
（
縄
張
り
図
（9
）。　
高
速
道
路
の
建
設
に
よ
る
調
査
で
、
山
城
が
存
在
し
た
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
結
城
城
の
西
麓
に
住
居
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
（
11
（
た
。
城
館
と
の
関
連
は
不
明
だ
が
、
同
時
代
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
縄張り図 18　田並上城縄張り図（堀口健弐作図）
地図 10　田並浦・有田浦周辺地図（明治期）
一
八
人
、
加
子
米
二
一
石
六
斗
」
と
あ
る
。
　
（0
田
並
上
城
は
河
口
部
か
ら
約
二
㎞
上
流
の
田
並
川
と
小
河
川
の
合
流
地
点
の
北
の
山
に
所
在
す
る
。
比
高
約
一
〇
〇
ｍ
、
城
跡
か
ら
は
田
並
湊
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
城
は
二
つ
の
曲
輪
か
ら
な
る
が
、
北
の
曲
輪
は
造
成
が
十
分
で
は
な
い
。
峻
険
な
山
容
ゆ
え
に
遮
断
施
設
は
発
達
し
て
い
な
い
。
　
田
並
上
城
は
立
地
的
に
見
る
と
、
田
並
の
港
津
と
古
座
川
流
域
を
繫
ぐ
縄張り図 19　結城城縄張り図（白石博則作図）
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㋣
古
座
浦
　「
究
帳
」
に
は
、「
古
座
浦
」
と
し
て
「
百
八
人
　
此
米
百
廿
九
石
六
斗
」
と
あ
る
（
地
図
（（
）。
こ
れ
は
古
座
川
河
口
部
東
西
二
つ
の
浦
（
港
津
）
を
含
ん
だ
数
字
の
よ
う
だ
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
は
右
岸
を
西
向
浦
、
左
岸
を
古
座
浦
と
そ
れ
ぞ
れ
別
の
浦
と
し
て
記
し
て
い
る
。
　
右
岸
西にし
む
か
い向
浦
は
小
山
氏
の
所
有
す
る
浜
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
左
岸
古
座
浦
は
、
高
川
原
氏
の
領
域
で
中
世
の
古
座
湊
は
河
口
部
の
現
在
の
小
字
「
下
ノ
丁
・
中
ノ
丁
・
上
ノ
丁
」
な
ど
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
少
し
遡
っ
た
中
湊
（
高
川
原
氏
の
居
館
伝
承
地
あ
り
）
も
有
力
な
湊
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
（
11
（
る
。
　
西
向
小
山
氏
は
久
木
小
山
氏
と
同
様
に
、
鎌
倉
後
期
に
幕
府
か
ら
熊
野
海
賊
鎮
圧
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
武
士
団
を
祖
に
持
つ
と
さ
れ
る
。
近
世
に
は
西
向
に
あ
っ
て
、
紀
伊
大
島
の
遠
見
番
所
の
役
人
を
代
々
務
め
た
。
小
山
氏
は
「
古
座
川
右
岸
（
西
岸
）
を
中
心
に
西
は
潮
岬
・
大
島
を
は
じ
め
串
本
町
東
雨
あ
た
り
ま
で
勢
力
圏
と
し
（
11
（
た
」
と
さ
れ
、
広
い
範
囲
に
土
地
を
所
有
し
、
影
響
力
を
持
っ
た
在
地
領
主
で
あ
っ
た
。
現
在
「
小
山
井
戸
」（
串
本
町
指
定
史
跡
）
や
菩
提
寺
の
成
就
寺
・
六
勝
寺
、
少
し
上
流
に
は
小
山
氏
が
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
勧
請
し
た
と
い
う
日
吉
神
社
が
鎮
座
す
る
。
　
西
向
小
山
氏
は
南
北
朝
期
の
「
大
将
軍
某
御
教
書
」【
西
向
八
号
】
に
「
将
又
今
月
十
三
日
小
豆
嶋
寄
来
由
、
早
船
令
申
之
」、「
熊
野
山
上
綱
小
山
三
郎
実
隆
軍
忠
状
」【
西
向
九
号
】
に
「
出
向
海
上
、
致
合
戦
忠
（
11
（
節
」
な
ど
の
文
言
が
あ
り
、
海
上
を
舞
台
に
活
動
す
る
水
軍
領
主
の
姿
が
窺
え
る
。
　
右
岸
の
西
向
の
小
山
氏
屋
敷
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
線
路
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
削
減
さ
れ
て
跡
を
残
さ
な
い
が
、
背
後
の
山
塊
の
約
四
〇
〇
ｍ
南
西
に
は
「
城
山
」（
小
山
城
・
縄
張
り
図
（0
）
が
あ
る
。
小
山
城
は
標
高
五
一
ｍ
の
尾
根
を
、
堀
切
（
縄
張
り
図
の
Ａ
）
で
遮
断
し
て
築
か
れ
た
山
城
で
あ
る
。
曲
輪
中
心
部
が
稲
荷
神
社
建
設
時
に
改
変
さ
れ
た
た
め
、
曲
輪
の
形
状
な
ど
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
主
郭
部
や
南
端
の
小
曲
輪
か
ら
の
海
上
へ
の
眺
望
は
大
変
よ
く
、
城
山
の
南
斜
面
に
は
大
き
な
岩
が
露
出
し
縄張り図 20　小山城縄張り図（野田理作図）
地図 11　古座浦周辺地図（明治期）
写真 12　小山城遠望。山頂少し下に岩壁がある
て
お
り
、
目
立
つ
山
容
で
あ
る
（
写
真
（（
）。
近
世
小
山
家
文
書
に
小
山
氏
の
所
領
地
の
目
印
と
し
て
「
城
山
」
が
度
々
登
場
す
る
よ
う
に
、
小
山
城
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
だ
。
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式
城
郭
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
湊
や
海
に
近
く
海
上
を
見
張
る
の
に
適
し
た
海
に
近
い
場
所
に
あ
る
こ
と
だ
。
㋤
下
田
原
浦
　
田
原
川
河
口
に
営
ま
れ
た
港
津
で
あ
る
。
加
子
三
〇
人
加
子
米
三
六
石
。
岩
屋
城
は
河
口
か
ら
約
一
・
五
㎞
上
流
の
右
岸
、
山
上
に
遺
構
を
残
す
。
主
郭
の
南
に
腰
曲
輪
が
付
く
単
純
な
構
造
で
あ
る
。
　
佐
部
城
は
河
口
部
か
ら
約
二
㎞
北
に
川
を
遡
行
し
た
佐
部
の
口
に
所
在
す
る
。
堀
内
氏
の
城
と
伝
承
さ
れ
て
い
（
11
（
る
。
険
し
い
山
塊
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
に
曲
輪
を
持
ち
、
曲
輪
に
挟
ま
れ
た
谷
部
に
も
平
坦
地
を
設
け
た
大
規
模
な
城
郭
で
あ
る
。
天
正
期
に
紀
伊
半
島
を
南
下
し
て
勢
力
を
広
げ
た
、
堀
内
氏
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
。
岩
屋
城
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
岩
屋
城
・
佐
部
城
と
も
に
合
戦
に
備
え
た
臨
時
的
な
城
郭
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
縄
張
り
図
（（
）。
　
高
川
原
氏
は
塩
崎
一
族
か
ら
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
武
士
団
で
、
永
禄
年
間
に
は
伊
勢
の
北
畠
氏
に
属
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
堀
内
氏
や
那
智
の
実
報
院
米
良
氏
と
は
敵
対
し
て
い
た
よ
う
で
、「
佐
武
伊
賀
申
状
（
11
（
寫
」
で
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
比
定
さ
れ
る
廊ろう
の
ぼ
う
之
坊
塩
崎
氏
の
勝
山
城
籠
城
戦
時
に
、
堀
内
氏
・
米
良
氏
に
包
囲
さ
れ
た
勝
山
城
の
支
援
の
た
め
に
「
警
固
船
」
で
兵
粮
を
運
び
入
れ
よ
う
と
し
た
と
あ
る
（
後
出
）。
　
ま
た
「
佐
武
伊
賀
働
書
」
に
は
、
時
期
不
明
な
が
ら
雑
賀
衆
の
一
員
で
、
傭
兵
隊
長
の
佐
武
伊
賀
が
、
新
宮
堀
内
氏
の
要
請
で
海
路
奥
熊
野
に
下
る
時
に
、「
古
座
表
へ
ハ
タ
ラ
キ
、
コ
ト
ゴ
ト
ク
古
座
表
ヲ
ヤ
キ
ハ
ラ
ヒ
候
テ
ヨ
リ
罷
下
、」
と
い
う
一
節
が
あ
（
11
（
る
。
こ
れ
も
新
宮
堀
内
氏
と
小
山
・
高
川
原
氏
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
史
料
で
、
同
時
に
古
座
浦
の
海
浜
集
落
が
、
佐
武
伊
賀
ら
敵
対
す
る
勢
力
縄張り図 21　古城山城縄張り図（白石博則作図）
（「
海
賊
」
の
よ
う
な
存
在
か
）
の
、
海
上
か
ら
の
攻
撃
に
曝
さ
れ
た
歴
史
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
　
古
座
の
高
川
原
氏
（
高
河
原
）
の
城
郭
は
、
河
口
部
の
古
座
大
橋
の
北
の
古
城
山
城
で
あ
る
。
上
野
山
の
山
塊
か
ら
西
南
に
延
び
た
尾
根
を
堀
切
で
遮
断
し
、
東
西
七
〇
ｍ
南
北
七
〇
ｍ
ほ
ど
の
曲
輪
を
造
成
し
て
い
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
現
青
原
寺
の
場
所
に
居
館
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
　
古
座
浦
の
城
館
で
特
徴
的
な
の
は
、
館
を
伴
う
根
小
屋
縄張り図 22　佐部城縄張り図（白石博則作図）
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地図 12　下里浦・太地浦周辺地図（明治期）
㋧
下
里
浦
　
下
里
浦
は
太
田
川
河
口
部
に
港
津
が
あ
る
。
中
世
の
下
里
に
は
熊
野
那
智
大
社
文
書
に
よ
る
と
、
多
数
の
旦
那
券
や
屋
敷
を
持
っ
た
有
力
者
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
（
1（
（
る
。
中
世
の
下
里
の
港
津
は
河
口
部
か
や
や
上
流
域
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
地
図
（（
・
写
真
（（
）。
　
（9
下
里
城
は
近
世
以
降
の
改
変
が
著
し
い
が
、
曲
輪
の
北
に
二
重
の
堀
切
を
残
す
。
下
里
村
内
に
畠
山
義
就
方
と
し
て
活
動
し
た
土
井
佐
渡
守
の
屋
敷
跡
が
伝
承
さ
れ
る
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）
が
、
下
里
城
の
主
体
か
ど
う
か
は
特
定
し
難
い
。
下
里
城
に
つ
い
て
新
谷
和
之
は
写真 13　太地城から太地湾を望む
「
こ
の
よ
う
な
（
北
東
の
山
塊
の
ピ
ー
ク
標
高
九
〇
ｍ
で
は
な
く
、
標
高
五
〇
ｍ
の
地
を
選
ん
だ
）
選
地
は
、
当
城
が
麓
の
屋
敷
や
集
落
と
の
関
係
を
重
視
し
て
築
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
（
11
（
る
。」
と
す
る
。
平
野
の
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
り
、
大
辺
路
や
縄張り図 23　下里城縄張り図（新谷和之作図）
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論考編 熊野地域の港津と城館
河
川
を
見
下
ろ
せ
る
。
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
に
適
し
た
立
地
で
あ
り
、
在
地
領
主
の
詰
城
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。（
縄
張
り
図
（（
）
　
以
上
の
よ
う
に
下
里
浦
は
、
中
世
に
お
い
て
多
数
の
旦
那
券
を
持
っ
た
有
力
者
が
住
み
、
港
津
を
見
下
ろ
す
位
置
に
山
城
を
持
っ
た
在
地
領
主
が
存
在
す
る
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
太
田
川
流
域
は
小
規
模
城
館
の
密
集
地
帯
で
あ
る
（
図
（
・
地
図
（（
参
照
）。
こ
れ
は
新
宮
の
堀
内
氏
の
南
進
に
、
地
域
が
軍
事
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
、
見
張
り
や
狼
煙
な
ど
の
施
設
を
築
い
た
も
の
と
考
え
て
い
（
11
（
る
。
㋨
太
地
浦
　
太
地
浦
は
太
地
湾
に
開
け
た
浜
に
港
津
が
あ
っ
た
（
地
図
（（
・
写
真
（（
）、
十
九
世
紀
に
描
か
れ
た
「
紀
州
熊
野
浦
捕
鯨
図
屛
風
」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
浦
の
北
半
分
の
浜
が
鯨
の
陸
揚
げ
・
解
体
の
場
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
太
地
・
泰
地
を
本
貫
地
と
す
る
太
地
氏
・
泰
地
氏
は
、
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
三
月
十
四
日
付
「
足
利
尊
氏
御
内
書
寫
」
に
、
塩
崎
氏
と
と
も
に
周
防
国
竈
門
関
か
ら
摂
津
国
尼
崎
ま
で
の
運
送
船
と
廻
船
の
警
固
を
任
せ
ら
れ
、
そ
の
兵
粮
料
と
し
て
櫓
別
銭
百
文
を
「
兵
庫
嶋
」
で
徴
収
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
北
朝
方
の
小
俣
律
師
覚
助
は
、
同
年
泰
地
一
族
宛
に
紀
伊
国
山
田
庄
を
、
兵
粮
料
写真14　‌天満湊推定地から天満城（右端鉄塔が
建つ場所）を望む
縄張り図 24　太地城縄張り図（白石博則作図）
と
し
て
与
え
る
軍
忠
催
促
状
を
出
し
て
い
る
（「
小
俣
律
師
覺
助
軍
忠
催
促
状
寫
」）。
ま
た
北
朝
方
の
畠
山
国
清
は
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
十
月
二
九
日
泰
地
一
族
中
宛
に
「
畠
山
国
清
軍
忠
催
促
（
11
（
状
」
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
南
北
朝
内
乱
期
に
は
、
太
地
・
泰
地
一
族
が
海
上
勢
力
と
し
て
認
知
さ
れ
、
広
範
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
近
世
以
降
登
場
す
る
和
田
氏
は
太
地
氏
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
さ
て
、
現
在
遺
構
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
（（
太
地
城
の
み
で
あ
る
。
か
つ
て
は
伝
館
（
現
東
明
寺
五
〇
×
三
〇
ｍ
）
の
麓
は
直
ぐ
浜
で
、
港
津
に
臨
む
城
館
（
根
小
屋
式
城
郭
）
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。（
縄
張
り
図
（（
）
後
述
の
よ
う
に
根
小
屋
式
城
郭
の
部
分
に
駐
屯
地
を
付
加
し
た
縄
張
り
で
特
異
な
構
造
で
あ
（
11
（
る
。
㋫
那
智
天
満
　「
究
帳
」
に
は
、「
那
智
天
満
　
加
子
一
三
人
　
加
子
米
一
五
石
六
斗
」
と
あ
る
。
天
満
（
浦
）
は
那
智
川
河
口
部
か
ら
北
に
少
し
遡
っ
た
、
現
在
の
天
神
社
の
東
辺
り
に
湊
が
想
定
さ
れ
る
（
地
図
（（
・
写
真
（（
・
（（
）。
天
神
社
は
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
、「
応
永
七
年
の
鰐
口
あ
り
又
永
正
元
年
の
棟
札
の
寫
あ
り
」
な
ど
と
あ
り
、
中
世
後
期
に
は
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
中
世
の
景
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
78
「
熊
野
那
智
参
詣
曼
荼
（
11
（
羅
」（
写
真
（（
）
に
は
天
神
社
の
社
殿
前
に
米
俵
を
積
ん
だ
船
が
描
か
れ
て
お
り
、
天
満
湊
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
湊
を
介
し
て
多
く
の
参
詣
者
が
那
智
山
に
詣
で
、
物
資
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
旦
那
賣
券
で
は
「
番
匠
」、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
旦
那
賣
券
で
は
「
番
匠
屋
」
が
居
た
こ
と
が
わ
か
（
11
（
る
。
阪
本
敏
行
に
よ
る
と
、
藤
倉
城
の
主
で
、
那
智
山
の
実
力
者
米
良
実
報
院
の
「
時
之
名
代
」
と
し
て
各
所
で
交
渉
事
に
携
わ
っ
た
実
仙
坊
は
、
天
満
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
（
11
（
う
。
実
仙
坊
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
ま
で
、
実
報
院
院
主
・
道
勢
の
指
示
で
交
渉
事
の
た
め
に
、
東
海
の
所
領
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
庶
務
に
携
わ
っ
て
い
た
。
実
仙
坊
は
実
報
院
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
優
秀
な
交
渉
人
・
実
務
担
当
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
天
満
は
番
匠
が
住
み
、
米
良
実
報
院
の
「
名
代
」
の
よ
う
な
実
報
院
の
経
営
を
支
え
る
人
物
（
有
力
被
官
）
が
居
住
す
る
場
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
こ
の
天
満
の
北
の
川
関
遺
跡
や
（（
～
（9
藤
倉
城
跡
で
は
、
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
。
川
関
遺
跡
は
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
め
に
集
落
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。
鎌
倉
後
期
以
降
は
、
遺
物
・
遺
構
と
も
に
減
る
が
一
定
の
集
落
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
戦
国
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
藤
倉
城
の
山
城
と
館
が
築
か
れ
た
時
期
で
あ
る
。
城
館
の
本
格
的
な
築
城
は
、
対
岸
の
（（
～
（（
勝
山
城
と
戦
闘
状
態
に
な
っ
て
ゆ
く
天
正
元
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
勝
山
城
落
城
後
は
、
那
智
山
の
表
玄
関
の
接
客
・
饗
応
の
施
設
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
続
く
と
推
定
さ
れ
（
11
（
る
。
　
距
離
的
に
見
て
川
関
集
落
・
藤
倉
城
の
玄
関
口
と
な
っ
た
の
が
、
天
満
湊
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
天
満
湊
と
城
館
の
関
わ
り
を
見
て
み
た
い
。
天
満
湊
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
築
か
れ
て
い
る
の
が
（0
天
満
城
で
あ
る
（
地
図
（（
藤
倉
城
周
辺
の
一
九
九
〇
年
代
の
景
観
の
復
元
）。
こ
の
城
は
標
高
八
〇
ｍ
の
尾
根
の
北
端
に
堀
切
を
掘
り
（
写
真
（（
）、
曲
輪
（
主
郭
）
を
設
け
、
約
一
五
〇
ｍ
の
自
然
地
形
（
岩
山
）
を
隔
て
て
（
そ
の
間
に
は
城
郭
遺
構
は
な
い
）
三
本
の
連
続
堀
切
・
竪
堀
が
作
ら
れ
写真 15　湊が想定される那智川河口部
写真 16　天満湊から天満城を遠望する（中央右）（2）
地図 13　天満浦周辺地図（明治期）
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論考編 熊野地域の港津と城館
て
い
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
主
郭
の
出
入
り
口
（
虎
口
）
が
藤
倉
城
の
方
向
（
北
）
に
開
口
す
る
の
で
、
藤
倉
城
と
の
関
連
が
強
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
巨
石
を
防
御
に
使
う
点
も
藤
倉
城
と
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
良
氏
の
藤
倉
城
の
支
城
と
考
え
ら
れ
て
い
（
11
（
る
。
　
藤
倉
城
は
本
城
に
あ
た
る
山
城
部
と
居
館
部
が
開
発
で
失
わ
れ
、
現
在
南
東
出
城
と
南
出
城
を
残
す
の
み
で
あ
る
（
写
真
（9
）。
　
以
上
の
よ
う
に
天
満
湊
は
米
良
実
報
院
の
有
力
被
官
が
住
み
、
藤
倉
城
の
支
城
・
天
満
城
に
よ
っ
て
、
米
良
氏
が
軍
事
的
に
影
響
力
を
持
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
那
智
川
対
岸
の
廊
之
坊
塩
崎
氏
と
の
戦
い
の
中
で
、
城
館
の
在
り
方
や
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
㋮
新
宮
浦
　
近
世
初
頭
に
新
宮
浦
と
さ
れ
る
の
は
、
新
宮
津
と
近
世
新
宮
城
の
東
の
池
田
湊
の
二
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
共
に
熊
野
速
玉
神
社
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
　
新
宮
城
下
町
遺
跡
（
新
宮
津
）
で
は
、
近
世
浅
野
氏
・
水
野
氏
の
家
臣
団
屋
敷
跡
地図 14　藤倉城周辺復元図（白石博則作図）
写真 18　天満城堀切
写真 19　藤倉城現状写真
（東から写す。中央は南東出城、左端は天満城である）
縄
張
り
図
25　
天
満
城
縄
張
り
図
（
拡
大
図
・
白
石
博
則
作
図
）
写
真
17　
「
那
智
山
曼
荼
羅
」
　
　
　
　
（『
特
別
展
図
録
熊
野
・
　
　
　
　
那
智
山
の
歴
史
と
文
化
』
　
　
　
　
和
歌
山
県
立
博
物
館
図
録
）
　
　
　
　
左
下
の
〇
は
米
俵
を
積
む
船
80
図
か
ら
復
元
す
る
と
堀
幅
五
～
八
ｍ
、
東
辺
は
堀
外
で
一
三
五
ｍ
、
西
辺
は
一
三
〇
ｍ
、
北
辺
八
五
ｍ
南
辺
九
五
ｍ
で
、
南
に
や
や
広
が
っ
た
い
び
つ
な
長
方
形
を
呈
し
、
南
北
一
三
二
・
五
ｍ
東
西
九
〇
ｍ
の
規
模
で
あ
っ
た
。
内
部
に
土
塁
を
伴
っ
た
地図 15　新宮浦周辺地図（明治期）
の
下
層
か
ら
平
安
～
室
町
期
の
掘
立
柱
建
物
や
地
下
式
倉
庫
が
確
認
さ
れ
計
画
的
に
作
ら
れ
た
湊
（
港
津
）
の
跡
と
評
価
さ
れ
（
1（
（
る
。
　
さ
て
、
新
宮
に
は
地
図
（（
の
堀
内
氏
の
9（
堀
内
新
宮
城
と
呼
ば
れ
る
平
地
城
館
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
東
に
（（
明
神
山
城
、
新
宮
の
町
の
西
の
峠
に
（（
越
路
城
・
（（
阿あ
婦ぶ
曾そ
城
が
あ
る
。
　
堀
内
新
宮
城
は
平
地
城
館
で
、
現
在
全
龍
寺
と
い
う
寺
院
に
な
っ
て
い
る
。
地
籍
縄張り図 26　‌堀内新宮城地籍図（和歌山地方法
務局新宮支局蔵トレース白石博則）
縄張り図 27　越路城縄張り図（藤岡英礼作図）
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論考編 熊野地域の港津と城館
能
は
和
歌
山
城
（
城
下
町
）
に
一
元
化
さ
れ
る
が
、
一
般
的
に
織
田
・
豊
臣
政
権
の
築
城
は
、
軍
事
的
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
特
産
品
の
需
要
に
応
じ
た
全
国
的
流
通
体
制
に
対
応
で
き
る
、
町
場
と
一
体
に
な
っ
た
城
郭
が
求
め
ら
れ
た
。
杉
若
氏
が
一
時
的
に
で
は
あ
れ
港
津
を
押
さ
え
た
泊
城
に
拠
り
、
そ
の
後
上
野
山
城
に
移
っ
て
城
下
町
と
江
川
湊
を
一
体
化
し
、
豊
臣
系
大
名
と
し
て
の
拠
点
を
設
け
た
の
は
、
織
豊
期
の
大
き
な
流
通
経
済
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ろ
（
11
（
う
。
　
杉
若
氏
は
天
正
十
四
年
頃
、
秀
吉
か
ら
方
広
寺
大
仏
殿
建
設
の
た
め
の
材
木
徴
発
や
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
は
「
檜
皮
」
の
調
達
を
命
じ
ら
れ
て
い
（
11
（
る
。
ま
た
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
か
ら
始
ま
っ
た
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
（
文
禄
の
役
）
で
は
、
息
子
の
杉
若
伝
三
郎
が
六
五
〇
人
を
率
い
て
「
舟
手
衆
」
と
し
て
出
動
し
て
い
（
11
（
る
。
上
野
山
城
・
江
川
湊
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
豊
臣
政
権
に
臣
従
し
た
堀
内
氏
は
、
天
正
十
三
年
以
降
四
国
攻
め
・
九
州
征
伐
、
熊
野
一
揆
の
鎮
圧
な
ど
に
戦
功
を
立
て
、
熊
野
地
方
で
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
実
際
の
石
高
以
上
に
熊
野
地
方
全
体
の
「
統
括
的
役
割
」
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
あ
（
11
（
る
。
し
か
し
、
堀
内
氏
は
、
新
宮
浦
を
押
さ
え
る
最
適
の
位
置
（
丹
鶴
山
・
現
新
宮
城
の
位
置
）
に
、
城
館
を
築
い
て
い
な
い
。
今
に
伝
わ
る
の
は
平
地
城
館
の
「
堀
内
新
宮
城
」
だ
け
で
あ
る
（
地
図
（（
参
照
）。
　
豊
臣
期
は
城
郭
や
城
下
町
、
方
広
寺
な
ど
の
神
社
仏
閣
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
熊
野
材
の
需
要
は
高
か
っ
た
。
堀
内
氏
は
檜
皮
や
木
材
調
達
の
熊
野
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
朝
鮮
侵
略
に
も
動
員
さ
れ
、
六
〇
〇
～
八
五
〇
人
の
軍
勢
が
「
舟
手
衆
」
な
ど
と
し
て
渡
海
し
て
い
（
11
（
る
。
こ
の
よ
う
に
二
万
七
〇
〇
〇
石
の
堀
内
氏
は
、
杉
若
氏
以
上
に
流
通
で
も
、
ま
た
朝
鮮
へ
の
出
兵
で
も
、
港
津
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
港
津
を
押
さ
え
る
城
館
は
確
認
で
き
な
い
。
　
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
豊
臣
系
の
杉
若
氏
と
違
い
、
地
生
え
の
大
名
堀
内
氏
は
、
急
速
に
城
館
で
港
津
を
押
さ
え
る
必
然
性
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
堀
内
氏
の
城
館
と
港
津
の
在
り
方
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
可
能
性
は
あ
る
が
、
単
郭
で
規
模
と
し
て
は
室
町
・
戦
国
期
の
国
人
ク
ラ
ス
の
館
・
平
地
城
館
の
も
の
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
堀
幅
は
防
御
性
に
乏
し
い
（
明
治
期
の
地
籍
図
（（
）。
　
明
神
山
城
は
改
変
著
し
い
が
曲
輪
が
確
認
で
き
（
11
（
る
。
越
路
城
は
遺
構
が
よ
く
残
り
一
定
の
規
模
を
持
つ
山
城
だ
が
、
新
宮
の
町
の
西
南
辺
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る
（
縄
張
り
図
（（
）。
越
路
峠
を
押
さ
え
る
こ
と
に
特
化
し
た
山
城
で
、
堀
内
新
宮
城
と
セ
ッ
ト
に
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
（
11
（
う
。
阿
婦
曾
城
は
小
規
模
な
曲
輪
を
残
す
。
こ
れ
ら
新
宮
の
山
城
群
は
い
ず
れ
も
根
小
屋
式
城
郭
を
形
成
す
る
詰
城
に
は
当
た
ら
な
い
。
　
豊
臣
大
名
と
な
り
二
万
七
〇
〇
〇
石
を
領
し
た
堀
内
氏
は
、
城
下
町
整
備
に
は
着
手
し
た
模
様
で
は
あ
る
が
、
方
形
居
館
・
堀
内
新
宮
城
を
保
持
す
る
の
み
で
、
新
規
築
城
の
痕
跡
は
な
（
11
（
い
。
三
　
考
察
　
浦
と
城
館
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
章
で
は
検
討
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
織
豊
期
（
紀
州
で
は
豊
臣
期
）
と
戦
国
期
に
分
け
て
詳
細
に
述
べ
て
み
る
。
1
　
節
豊
臣
期
の
熊
野
の
港
津
と
城
館
の
関
係
　
下
早
浦
・
江
川
（
浦
）
と
も
に
豊
臣
系
大
名
杉
若
氏
が
、
天
正
十
三
年
紀
州
平
定
後
、
拠
点
を
構
え
た
場
で
あ
る
。
下
早
浦
の
（
泊
城
は
既
存
の
湯
河
氏
の
城
館
を
接
収
し
た
よ
う
だ
が
、
港
津
を
押
さ
え
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
田
辺
の
町
（
新
熊
野
十
二
所
権
現
門
前
町
）
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
か
、
天
正
十
八
年
会
津
川
河
口
（
右
岸
）
の
江
川
を
押
さ
え
る
上
野
山
城
に
移
転
す
る
。
　
豊
臣
期
の
紀
州
で
は
、
天
正
十
三
年
一
国
の
押
さ
え
と
し
て
和
歌
山
城
が
築
か
れ
る
と
と
も
に
、
和
歌
山
城
の
北
西
の
湊
地
区
に
「
湊
城
」
が
営
ま
れ
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
ま
で
は
吉
川
平
介
が
羽
柴
秀
長
の
も
と
紀
ノ
湊
に
集
積
さ
れ
る
材
木
の
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
と
さ
れ
（
11
（
る
。
湊
城
は
や
が
て
廃
さ
れ
、
そ
の
港
津
管
理
機
82
　
以
上
の
よ
う
に
豊
臣
期
の
港
津
と
城
館
の
関
わ
り
は
、
熊
野
地
方
の
東
西
で
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
地
元
に
転
封
し
て
き
た
杉
若
氏
と
、
地
元
出
身
の
堀
内
氏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
と
の
関
係
の
違
い
が
、
城
館
と
港
津
と
の
関
係
に
も
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。　
2
　
戦
国
期
の
熊
野
の
港
津
と
城
館
の
関
係
（
（
）　
安
宅
日
置
浦
（
日
置
川
流
域
）。
周
参
見
浦
（
周
参
見
川
流
域
）
　
戦
国
期
に
お
い
て
港
津
と
城
館
が
関
わ
っ
て
く
る
顕
著
な
事
例
は
、
高
橋
修
が
指
摘
し
た
日
置
川
下
流
域
の
安
宅
周
辺
で
あ
る
。
安
宅
日
置
浦
で
は
港
津
を
守
る
が
如
く
に
「
群
」
と
し
て
城
館
が
分
布
す
る
（
地
図
（
）。
こ
れ
を
文
献
・
発
掘
の
成
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。
　
ま
ず
、
八
幡
山
城
は
十
六
世
紀
初
め
頃
に
改
修
さ
れ
、
時
を
お
か
ず
火
災
に
遭
っ
て
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
発
掘
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
文
献
に
は
現
れ
な
い
が
八
幡
山
城
と
日
置
川
下
流
域
は
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
　
安
宅
勝
山
城
は
「
久
木
小
山
家
文
書
」「
畠
山
尚
慶
（
尚
順
）
書
（
11
（
状
【
一
三
七
号
】」
　「
安
宅
南
要
害
敵
取
懸
及
難
儀
候
由
、
注
進
到
来
候
、
早
速
致
合
力
可
抽
忠
節
事
肝
要
候
、
此
刻
於
無
心
得
者
、
連
々
申
事
不
可
有
其
曲
候
、
併
粉
骨
憑
入
候
、
委
細
遊
佐
勘
解
由
左
衛
門
尉
・
長
少
将
可
申
候
、
謹
言
七
月
廿
四
日
　
尚
慶
（
花
押
）
　
小
山
弥
八
（
定
次
）
殿
」
　
と
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
こ
の
「
安
宅
南
要
害
」
は
、
安
宅
勝
山
城
の
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
書
状
の
事
件
は
、
政
長
流
守
護
の
畠
山
尚
順
（
以
後
尚
順
）
が
尚
慶
を
名
乗
る
明
応
七
年
夏
（
一
四
九
八
）
か
ら
永
正
五
年
八
月
（
一
五
〇
八
）
の
足
掛
け
十
一
年
間
の
出
来
事
と
さ
れ
（
11
（
る
。
安
宅
勝
山
城
に
は
地
元
の
安
宅
氏
を
核
と
し
た
軍
勢
が
籠
城
し
、
日
置
川
上
流
の
久
木
小
山
氏
に
援
軍
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
や
は
り
年
欠
だ
が
、「
畠
山
尚
慶
（
尚
順
）
書
状
【
一
三
八
号
】」
で
「
尚
慶
」
が
小
山
修
理
亮
・
小
山
弥
八
に
宛
て
、
十
二
月
二
日
付
け
で
奥
郡
の
不
慮
地図16　正保城絵図「紀伊国新宮城之図」（『熊野速玉大社の名宝－新宮の歴史とともにー』和歌山県立博物館 2005）加筆は白石
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論考編 熊野地域の港津と城館
安
宅
氏
が
敵
対
す
る
義
就
流
畠
山
氏
（
義
英
）
に
属
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
単
純
に
日
置
川
下
流
の
安
宅
氏
の
港
津
や
館
を
守
る
た
め
に
、
周
辺
に
山
城
が
築
か
れ
た
と
は
言
え
ず
、
敵
味
方
の
城
館
が
、
下
流
域
に
展
開
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
も
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
掛
け
て
の
安
宅
荘
を
巻
き
込
ん
だ
戦
乱
が
、
港
津
な
ど
の
安
宅
荘
の
主
要
部
を
城
館
群
の
戦
乱
に
、「
安
宅
大
炊
助
」
と
申
し
合
わ
せ
て
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
書
状
を
出
し
て
い
（
11
（
る
。
同
じ
く
小
山
弥
八
宛
の
「
遊
佐
順
房
書
状
【
一
四
三
号
】」（
遊
佐
順
房
は
畠
山
尚
順
の
守
護
代
）
に
よ
る
と
畠
山
尚
順
が
戦
っ
て
い
た
の
は
「
湯
河
少
弼
」
で
あ
る
と
い
（
11
（
う
。
弓
倉
弘
年
は
湯
河
少
弼
を
湯
河
氏
宗
家
に
反
抗
し
、
畠
山
基
家
・
義
英
方
（
畠
山
義
就
流
）
に
与
し
た
者
で
は
な
い
か
と
し
て
い
（
11
（
る
。
　
安
宅
南
要
害
（
安
宅
勝
山
城
）
は
西
の
日
置
川
側
（
安
宅
）
の
尾
根
筋
に
、
城
内
と
麓
を
繫
ぐ
ル
ー
ト
を
設
け
（
途
中
崩
落
し
て
今
は
通
じ
な
い
）、
南
の
尾
根
に
間
隔
を
置
い
て
三
本
の
堀
切
・
竪
堀
を
設
け
て
い
る
。
城
に
近
い
南
尾
根
の
堀
切
底
に
は
、「
武
者
隠
し
」（
兵
が
敵
か
ら
身
を
隠
し
、
足
場
と
し
て
戦
う
小
曲
輪
）
か
ら
側
射
（
横
矢
掛
か
り
。
敵
の
側
面
を
狙
う
。
八
幡
山
城
で
も
見
ら
れ
る
）
が
可
能
で
、
敵
が
東
の
斜
面
や
南
か
ら
攻
め
て
来
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
東
の
尾
根
に
は
、
大
小
長
短
の
堀
切
・
竪
堀
が
尾
根
を
切
り
刻
み
、
堀
切
内
を
石
積
み
で
補
強
し
た
「
連
続
堀
切
・
竪
堀
」
を
五
本
設
け
て
い
る
。
安
宅
側
は
味
方
、
進
攻
し
て
来
る
仮
想
敵
は
東
、
或
い
は
南
か
ら
来
る
こ
と
を
想
定
し
た
縄
張
り
で
あ
る
。
東
に
は
周
参
見
川
流
域
が
あ
り
、
想
定
敵
は
少
な
く
と
も
周
参
見
の
勢
力
を
巻
き
込
ん
だ
軍
勢
な
の
だ
ろ
（
11
（
う
。
　
安
宅
勝
山
城
の
東
尾
根
の
連
続
堀
切
・
竪
堀
の
先
、
約
七
五
〇
ｍ
離
れ
て
古
武
之
森
城
（『
安
宅
一
乱
記
』
で
は
「
古
武
之
関
」）
が
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
（0
）。
主
郭
は
自
然
の
大
岩
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
粗
放
な
曲
輪
で
、
一
見
し
て
臨
時
的
な
城
郭
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
勝
山
城
に
繫
が
る
尾
根
に
連
続
堀
切
・
竪
堀
が
確
認
さ
れ
る
（
縄
張
り
図
（（
の
Ａ
・
Ｂ
）。
規
模
は
勝
山
城
に
劣
る
が
、
堀
切
・
竪
堀
群
は
勝
山
城
の
方
向
の
尾
根
に
築
か
れ
て
い
る
。
現
状
を
見
る
と
こ
の
城
は
、
想
定
敵
を
勝
山
城
側
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
（
11
（
う
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
安
宅
南
要
害
で
戦
国
期
を
通
し
て
畠
山
尚
順
方
に
与
し
て
い
た
小
山
氏
や
安
宅
氏
が
戦
っ
た
相
手
は
、
周
参
見
川
流
域
の
畠
山
義
就
流
に
与
す
る
軍
勢
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
　
さ
て
前
述
の
よ
う
に
十
六
世
紀
初
頭
、
同
じ
安
宅
荘
内
の
田
野
井
の
田
井
氏
は
、
写真 20　古武之森城遠望（勝山城側から）縄張り図 28　古武之森城
大岩
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（
安
宅
氏
に
と
っ
て
敵
味
方
は
別
に
し
て
）
が
取
り
巻
く
景
観
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
お
き
た
い
。
　
次
い
で
隣
接
す
る
周
参
見
川
流
域
を
見
て
み
た
い
。
河
口
に
想
定
さ
れ
る
周
参
見
の
湊
の
周
囲
に
は
、
神
田
城
・
周
参
見
中
山
城
・
藤
原
城
・
周
参
見
城
、
平
地
城
館
推
定
地
（
小
字
「
本
城
」）
が
あ
る
。
東
西
南
北
約
二
㎞
の
場
所
に
四
城
（
小
字
「
本
城
」
を
入
れ
る
と
五
城
）
も
の
城
館
が
密
集
す
る
状
況
は
、
異
様
で
さ
え
あ
る
。
残
念
な
が
ら
周
参
見
側
の
文
献
・
考
古
の
史
資
料
が
な
い
の
で
不
明
な
点
が
多
い
が
、
先
に
挙
げ
た
神
田
城
・
藤
原
城
は
、
非
常
に
遮
断
性
の
高
い
防
御
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
周
参
見
地
域
も
ま
た
強
い
軍
事
的
緊
張
状
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
安
宅
南
要
害
（
安
宅
勝
山
城
）
の
堀
切
と
古
武
之
森
城
の
堀
切
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ
と
を
、
敵
対
す
る
に
勢
力
の
城
館
と
解
釈
し
た
よ
う
に
、
日
置
川
流
域
と
強
い
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
（
地
図
（（
）。
　
ま
た
、
藤
原
城
は
安
宅
勝
山
城
と
①
曲
輪
が
方
形
の
石
塁
囲
み
、
②
尾
根
筋
に
石
積
み
を
施
し
た
多
重
堀
切
を
設
け
る
点
、
な
ど
共
通
点
が
あ
り
「
築
城
技
術
の
交
流
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
見
（
11
（
解
も
あ
る
。
勝
山
城
・
藤
原
城
以
外
で
も
土
塁
囲
み
の
曲
輪
の
存
在
や
畝
状
空
堀
群
な
ど
、
日
置
川
流
域
と
周
参
見
川
流
域
両
地
域
の
城
館
は
、
共
通
し
た
遮
断
技
法
が
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
両
地
域
が
築
城
技
法
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
敵
か
味
方
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
地
域
が
同
じ
時
期
に
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
要
害
を
強
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。
　
さ
て
、
当
報
告
書
の
弓
倉
弘
年
の
最
新
の
論
考
「
紀
伊
守
護
と
紀
南
の
水
軍
領
主
」
に
よ
る
と
、
明
応
の
政
変
（
一
四
九
三
）
以
降
の
紀
伊
国
の
在
地
の
動
向
は
以
下
で
あ
る
と
い
う
。
明
応
の
政
変
に
よ
る
将
軍
権
力
の
分
裂
（
義
澄
方
と
義
材
【
後
の
義
稙
】）
の
た
め
、
父
政
長
を
失
い
紀
伊
に
逃
れ
た
畠
山
尚
順
は
、
足
利
義
材
方
守
護
と
し
て
、
畠
山
義
就
方
・
畠
山
基
家
（
義
豊
）
は
足
利
義
澄
方
守
護
と
し
て
、
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
紀
伊
に
お
け
る
戦
乱
の
様
相
が
、
畠
山
氏
の
家
督
紛
争
か
ら
、
幕
府
権
力
の
分
裂
抗
争
（
奉
公
衆
家
の
分
裂
）
に
対
応
す
る
た
め
に
変
化
し
地図 17　日置川流域と周参見川流域の城館
た
。
紀
南
で
も
足
利
義
澄
方
に
属
す
る
畠
山
基
家
方
と
、
尚
順
方
の
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
に
も
と
も
と
基
家
方
の
愛
洲
氏
に
加
え
て
、
尚
順
方
は
奉
公
衆
山
本
氏
（
足
利
義
澄
方
を
正
当
な
幕
府
と
し
た
）
と
も
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
前
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念
ニ
存
候
哉
、
又
々
兵
粮
を
も
こ
め
候
ハ
ん
と
存
候
哉
、
け
い
こ
卅
そ
計
に
て
那
智
浜
宮
之
南
へ
参
候
へ
共
、
我
等
は
し
め
城
よ
り
罷
出
散
々
ニ
い
た
て
し
り
そ
け
申
候
、」
と
あ
（
1（
（
る
。
廊
之
坊
を
支
援
す
る
高
川
原
氏
は
、
勝
山
城
の
南
の
浜
ノ
宮
の
湊
（
砂
浜
）
に
警
固
船
を
三
十
艘
停
泊
さ
せ
て
物
資
の
搬
入
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
佐
武
伊
賀
ら
が
藤
倉
城
か
ら
打
ち
出
て
、
鉄
炮
弓
矢
で
射
立
て
て
搬
入
を
阻
止
し
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
に
勝
山
城
内
が
弱
っ
た
と
す
る
。
藤
倉
城
（
本
城
・
出
城
・
居
館
）
は
、
天
正
初
め
に
米
良
氏
が
廊
之
坊
に
対
抗
す
る
た
め
に
築
い
た
城
館
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
（
11
（
る
。
天
満
湊
を
見
下
ろ
す
天
満
城
は
、
遺
構
か
ら
藤
倉
城
と
の
繫
が
り
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
根
小
屋
式
城
郭
で
は
な
く
、
ま
た
地
元
で
も
全
く
城
跡
と
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
城
館
で
あ
る
。
廊
之
坊
と
の
戦
い
を
契
機
に
天
満
湊
を
確
保
す
る
た
め
に
、
臨
時
的
に
米
良
氏
側
が
築
い
た
城
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
藤
倉
城
（
本
城
・
出
城
・
居
館
）
と
天
満
城
は
、
米
良
実
報
院
と
廊
之
坊
塩
崎
氏
と
の
戦
い
の
中
で
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
満
城
の
天
満
湊
に
近
い
場
所
へ
の
築
城
は
、
廊
之
坊
方
の
攻
撃
か
ら
湊
と
町
場
・
住
民
を
守
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
港
津
と
城
館
が
近
づ
く
の
は
、
天
正
期
以
降
の
軍
事
的
な
緊
張
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
（
）
古
座
浦
・
下
里
浦
・
太
地
浦
　
前
述
「
佐
武
伊
賀
働
書
」
に
よ
る
と
、
佐
武
ら
が
堀
内
氏
に
加
勢
す
る
た
め
奥
熊
野
に
行
く
途
中
、
古
座
浦
を
焼
き
払
っ
て
い
る
。
古
座
の
両
城
は
も
と
も
と
険
し
い
山
塊
や
岬
に
立
地
し
、
遮
断
施
設
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
の
で
、
縄
張
り
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
海
上
を
見
張
る
機
能
が
優
先
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
　
戦
乱
と
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
が
、
太
地
城
で
あ
る
。
縄
張
り
図
を
再
度
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
太
地
城
の
一
番
の
特
徴
は
、
主
郭
（
と
そ
の
南
の
貯
水
施
設
の
あ
る
曲
輪
（
に
、
造
成
不
十
分
だ
が
、
西
の
尾
根
を
三
重
の
堀
切
で
画
し
、
堀
切
に
対
応
し
て
土
塁
を
築
い
た
、
広
い
が
造
成
の
十
分
で
は
な
い
空
間
（
が
付
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
在
地
領
主
の
根
小
屋
式
城
郭
の
詰
城
と
し
て
は
曲
輪
（
・
（
で
完
結
す
出
の
「
安
宅
南
要
害
（
安
宅
勝
山
城
）」
が
関
係
す
る
「
畠
山
尚
慶
書
状
【
一
三
七
号
】」
や
「
畠
山
尚
慶
書
状
【
一
三
八
号
】」
発
給
の
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
明
応
の
政
変
以
降
の
、
中
央
の
政
治
的
変
化
が
あ
る
。
こ
の
状
況
は
細
川
高
国
政
権
成
立
（
永
正
五
年
）
後
も
変
化
が
な
か
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
小
山
氏
や
安
宅
氏
の
「
安
宅
南
要
害
」
で
の
戦
い
は
、
単
に
畠
山
氏
の
家
督
紛
争
だ
け
で
は
な
く
、
将
軍
家
分
裂
の
抗
争
に
繫
が
る
戦
い
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
弓
倉
氏
は
畠
山
尚
順
が
戦
っ
て
い
た
相
手
は
、
湯
河
宗
家
に
反
抗
し
た
湯
河
少
弼
（
前
出
）
で
あ
る
と
す
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
も
こ
の
奉
公
衆
家
湯
河
氏
の
分
裂
も
将
軍
権
力
分
裂
の
余
波
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
　
明
応
の
政
変
後
の
紀
伊
国
内
の
変
化
は
、
一
つ
に
は
そ
れ
ま
で
紀
伊
に
在
国
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
守
護
（
尚
順
）
が
在
国
し
た
こ
と
で
あ
る
。
有
田
郡
の
広
が
守
護
所
と
し
て
機
能
し
始
め
る
。
守
護
の
動
員
力
は
畠
山
氏
の
内
訌
時
に
比
べ
て
、
向
上
し
、
結
果
合
戦
の
広
域
化
・
大
規
模
化
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
弓
倉
論
文
を
も
と
に
、
城
館
の
変
化
で
言
え
ば
「
畠
山
尚
慶
書
状
【
一
三
七
号
】」
の
安
宅
南
要
害
（
安
宅
勝
山
城
・
比
高
二
二
〇
ｍ
）
の
よ
う
な
、
比
高
の
高
い
場
へ
の
築
城
は
、
港
津
や
海
上
を
含
む
広
域
を
戦
闘
域
に
し
た
、
広
域
・
大
規
模
な
戦
い
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
安
宅
氏
と
立
場
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
隣
接
す
る
周
参
見
川
流
域
の
高
山
に
位
置
す
る
藤
原
城
（
比
高
二
六
〇
ｍ
）
も
、
戦
い
の
広
域
化
・
大
規
模
化
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
（
（
）　
天
満
（
浦
）　
那
智
川
河
口
部
　
藤
倉
城
の
米
良
氏
は
那
智
川
左
岸
の
勝
山
城
の
廊
之
坊
塩
崎
氏
と
、
長
年
那
智
山
で
の
諸
権
益
を
巡
っ
て
対
立
し
て
い
た
。
米
良
氏
が
新
宮
の
堀
内
氏
と
連
携
し
て
、
勝
山
城
を
包
囲
し
た
の
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
二
月
頃
と
さ
れ
（
11
（
る
。
落
城
は
「
熊
野
年
代
記
」
に
よ
る
と
天
正
九
年
四
月
二
十
九
日
と
い
う
。
　
少
な
く
と
も
三
か
月
間
の
包
囲
戦
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
間
の
戦
い
の
様
子
は
先
の
「
佐
武
伊
賀
申
状
寫
」
に
「
廊
坊
城
永
年
之
通
路
留
申
候
付
而
、
高
川
原
無
86
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部
の
山
間
部
に
豊
か
な
中
世
の
石
造
物
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
田
子
（
串
本
町
田
子
）
の
五
輪
塔
・
宝
篋
印
塔
、
田
並
上
城
の
所
在
す
る
田
並
の
「
堤
の
石
塔
群
」、
結
城
城
の
あ
る
有
田
の
「
吐
生
の
石
塔
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
に
は
小
河
川
ご
と
に
小
さ
な
地
域
社
会
が
分
立
・
展
開
し
て
い
た
と
し
、
二
部
小
山
氏
・
村
上
氏
（
伝
和
深
浦
城
城
主
）
な
ど
の
武
士
団
が
存
在
し
た
と
す
（
11
（
る
。
手
掛
か
り
の
少
な
い
城
館
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
城
館
の
あ
る
浦
が
、
海
に
開
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
窓
口
に
北
に
向
い
て
、
近
世
に
は
古
座
街
道
が
通
る
佐
本
・
大
谷
・
三
尾
川
な
ど
の
山
間
の
集
落
と
繫
が
っ
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
城
館
が
、
山
間
の
村
々
と
港
津
を
繫
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
調
査
・
研
究
の
深
化
を
待
ち
た
い
。
ま
と
め
　
中
世
城
館
跡
の
踏
査
を
し
て
い
る
と
、
ど
ん
な
山
奥
の
城
館
跡
で
も
陶
磁
器
の
破
片
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
で
は
、
陶
磁
器
が
遺
物
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
備
前
焼
や
瀬
戸
美
濃
な
ど
の
こ
れ
ら
陶
磁
器
は
、
近
く
の
港
津
を
経
由
し
て
城
館
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
遺
物
は
、
城
館
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
経
て
き
た
港
津
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
今
回
筆
者
が
試
み
た
の
は
、
城
館
と
周
辺
の
港
津
と
の
関
係
性
の
追
究
に
よ
っ
て
、
城
館
・
港
津
と
も
に
そ
の
姿
を
垣
間
見
て
熊
野
の
地
域
史
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
ま
と
め
て
み
る
。
　
熊
野
地
域
で
は
豊
臣
期
以
降
に
港
津
と
城
館
が
意
図
的
に
近
づ
き
、
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
じ
豊
臣
大
名
で
も
杉
若
氏
と
堀
内
氏
で
は
、
そ
の
在
り
方
に
差
異
が
生
じ
た
よ
う
だ
。
　
戦
国
期
は
、
富
田
浦
・
下
田
原
浦
な
ど
は
、
築
城
を
伴
う
軍
事
活
動
に
港
津
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
時
期
等
は
不
明
だ
が
、
地
域
の
外
の
勢
力
が
船
る
。
北
奥
の
（
は
、
臨
時
的
に
軍
勢
が
籠
り
戦
闘
に
出
撃
す
る
足
場
「
駐
屯
地
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
る
と
、『
紀
伊
風
土
記
』
太
地
村
の
項
の
「
傳
へ
い
ふ
日
高
郡
の
湯
川
氏
三
前
郷
古
座
浦
の
高
川
原
氏
新
宮
を
攻
む
る
時
　
和
田
蔵
人
太
地
隠
岐
守
等
此
地
に
城
を
築
き
防
戦
せ
し
地
と
い
（
11
（
ふ
」
と
い
う
一
文
と
、
城
郭
の
縄
張
り
が
合
致
す
る
。
乃
ち
反
堀
内
氏
の
高
川
原
氏
な
ど
と
、
堀
内
氏
に
与
す
る
太
地
氏
和
田
氏
が
戦
う
際
に
、
こ
の
城
に
拠
っ
た
が
、
臨
時
的
に
沢
山
の
軍
勢
が
駐
屯
す
る
場
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
の
駐
屯
空
間
が
縄
張
り
図
の
（
で
は
な
か
っ
た
か
。
実
際
の
城
攻
め
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
堀
内
氏
と
米
良
実
報
院
が
、
那
智
山
麓
の
塩
崎
廊
之
坊
を
討
ち
取
っ
て
那
智
山
の
覇
権
を
握
る
の
が
、
天
正
九
年
四
月
末
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
那
智
の
南
に
あ
る
こ
の
城
が
軍
事
的
緊
張
に
曝
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
以
後
と
想
定
で
き
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
古
座
浦
・
太
地
浦
は
、
堀
内
氏
と
古
座
の
高
川
原
氏
・
小
山
氏
或
い
は
湯
河
氏
な
ど
の
西
牟
婁
郡
の
勢
力
と
の
軍
事
衝
突
が
、
港
津
を
含
め
て
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
築
城
或
い
は
城
館
の
改
修
・
拡
張
の
契
機
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
（
（
）
そ
の
他
の
事
例
　
富
田
浦
と
下
田
原
浦
は
と
も
に
港
津
と
城
館
の
距
離
が
、
一
㎞
以
上
あ
り
、
と
も
に
関
わ
る
城
館
が
、
戦
争
の
た
め
の
臨
時
的
な
城
（
陣
城
）
で
あ
る
と
い
う
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
陣
城
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
と
、
兵
員
や
物
資
は
船
で
移
送
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
港
津
が
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
里
之
浦
・
和
深
浦
・
田
並
浦
・
有
田
浦
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部
、
す
さ
み
町
東
部
、
串
本
町
西
部
に
あ
た
る
。
一
つ
の
谷
に
城
館
が
一
、
二
箇
所
分
布
す
る
事
例
で
、
城
館
の
分
布
は
疎
で
あ
る
。
城
館
と
湊
の
距
離
が
離
れ
て
お
り
、
湊
や
村
を
直
接
守
る
と
い
う
形
態
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
現
状
で
は
戦
乱
と
の
関
係
も
不
明
で
、
全
般
的
に
築
城
の
意
図
が
分
か
り
に
く
い
城
館
で
あ
る
。
　
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
別
峯
大
殊
の
紀
州
で
の
足
跡
を
ま
と
め
た
坂
本
亮
太
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論考編 熊野地域の港津と城館
氏
な
ど
は
、
城
館
と
港
津
が
、
群
と
な
ら
ず
単
独
で
対
応
す
る
。
群
と
単
独
か
の
差
異
の
理
由
を
、
説
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
紀
伊
半
島
西
部
と
比
べ
て
、
こ
の
地
域
（
東
牟
婁
・
奥
熊
野
）
は
、
守
護
や
幕
府
（
将
軍
）
の
権
力
の
影
響
が
、
比
較
的
の
薄
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
畠
山
氏
の
内
訌
や
将
軍
家
の
分
裂
に
よ
る
戦
乱
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
相
対
的
に
熊
野
三
山
の
影
響
が
強
く
、
築
城
主
体
は
分
断
さ
れ
、
個
別
に
三
山
と
の
関
係
性
を
保
っ
て
い
た
地
域
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
個
々
の
水
軍
領
主
が
、
拠
点
と
し
て
港
津
の
近
く
に
城
館
を
構
え
（
西
向
小
山
氏
の
小
山
城
・
高
川
原
氏
の
古
城
山
城
な
ど
）、
群
的
に
集
中
し
て
城
館
が
生
ま
れ
る
状
況
に
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
十
六
世
紀
前
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
半
島
西
側
の
軍
事
的
な
緊
張
期
と
は
、
東
部
地
域
の
軍
事
的
緊
張
期
は
半
世
紀
程
度
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
文
献
で
は
十
六
世
紀
後
半
に
、
統
一
権
力
や
新
宮
の
堀
内
氏
と
の
摩
擦
が
あ
り
戦
乱
に
発
展
し
、
実
報
院
米
良
氏
の
藤
倉
城
・
天
満
城
や
太
地
氏
の
太
地
城
な
ど
は
、
港
津
周
辺
に
大
規
模
な
城
館
が
生
ま
れ
る
状
況
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
、
雑
駁
な
論
考
に
な
っ
た
が
、
末
筆
な
が
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
坂
本
亮
太
氏
を
始
め
、
共
同
研
究
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
て
こ
の
稿
を
終
え
た
い
。
注
（
（
）
網
野
善
彦
は
、
鎌
倉
後
期
に
は
「
熊
野
社
（
熊
野
三
社
）
の
先
達
・
神
人
の
諸
活
動
が
も
っ
ぱ
ら
海
上
交
通
に
大
き
く
依
存
し
つ
つ
、
活
発
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
も
は
や
多
言
を
要
し
な
い
」（「
一 
太
平
洋
の
海
上
交
通
と
紀
伊
半
島
」
『
海
と
列
島
文
化
第
（
巻
　
伊
勢
と
熊
野
の
海
』
小
学
館
一
九
九
二
　
二
七
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
熊
野
三
山
の
宗
教
活
動
や
荘
園
経
営
は
海
上
交
通
に
拠
り
、
そ
の
担
い
手
は
神
人
・
先
達
等
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
　
綿
貫
友
子
は
紀
伊
国
の
湊
津
を
拠
点
と
す
る
太
平
洋
海
運
は
、
既
に
八
世
紀
以
前
に
陸
奥
国
に
至
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
、「
中
世
海
運
を
概
観
す
る
な
か
舶
を
使
っ
て
進
攻
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
　
安
宅
日
置
浦
や
周
参
見
浦
は
、
港
津
や
平
地
城
館
を
取
り
巻
く
よ
う
に
城
館
が
「
群
」
と
し
て
築
か
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
畠
山
氏
の
内
訌
に
関
わ
る
戦
乱
が
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
、
港
津
の
権
益
が
奪
わ
れ
る
事
態
を
招
い
た
可
能
性
を
示
す
。
ま
た
高
山
へ
の
築
城
は
、
戦
い
の
広
域
化
・
大
規
模
化
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
　
那
智
天
満
浦
の
藤
倉
城
の
支
城
・
天
満
城
は
、
藤
倉
城
が
対
岸
の
廊
之
坊
の
勝
山
城
を
落
と
す
た
め
に
築
か
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
廊
之
坊
と
の
戦
い
の
中
で
天
満
湊
と
湊
町
を
守
る
た
め
に
築
か
れ
た
模
様
で
あ
る
。
戦
乱
が
港
津
と
城
館
を
近
づ
け
る
事
例
で
あ
る
。
　
太
地
浦
の
太
地
城
は
兵
の
駐
屯
部
を
持
つ
。
元
々
港
津
の
支
配
の
た
め
に
築
か
れ
た
根
小
屋
式
城
郭
が
、
戦
乱
に
備
え
て
拡
張
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
　
古
く
か
ら
紀
伊
を
代
表
す
る
水
軍
領
主
で
あ
る
小
山
氏
や
高
川
原
氏
の
山
城
は
、
群
に
な
ら
ず
海
上
を
見
張
る
、
或
い
は
港
津
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
　
群
に
な
ら
ず
港
津
と
城
館
が
や
や
離
れ
た
、
里
之
浦
・
和
深
浦
・
田
並
浦
・
有
田
浦
に
お
け
る
城
館
の
存
在
意
義
は
、
湊
や
村
を
守
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
半
島
内
部
の
集
落
と
の
繫
が
り
で
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
全
体
を
再
度
俯
瞰
す
る
。
紀
伊
半
島
の
潮
岬
を
起
点
に
半
島
を
大
き
く
東
西
に
分
け
る
と
、
東
と
西
で
は
、
港
津
と
城
館
の
在
り
方
が
異
な
る
こ
と
に
気
付
く
。
西
は
港
津
の
周
り
に
城
館
が
群
と
し
て
存
在
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
群
と
な
る
日
置
川
流
域
（
安
宅
氏
）・
周
参
見
川
流
域
（
周
参
見
氏
）
は
そ
れ
ぞ
れ
に
立
場
や
属
す
る
上
級
権
力
（
守
護
・
将
軍
）
は
異
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
上
級
権
力
に
近
い
武
士
団
で
あ
り
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
軍
事
的
な
緊
張
が
地
域
に
波
及
し
た
。
畠
山
氏
の
内
訌
か
ら
将
軍
家
の
分
裂
へ
変
化
す
る
、
十
五
世
紀
後
半
の
明
応
の
政
変
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
戦
い
が
広
域
化
・
大
規
模
化
し
、
地
域
を
巻
き
込
み
、
結
果
的
に
港
津
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
城
館
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
一
方
、
紀
伊
半
島
よ
り
東
の
西
向
小
山
氏
や
高
川
原
氏
・
太
地
氏
・
実
報
院
米
良
88
章
近
世
の
町
と
村
の
形
成
　
浦
の
成
立
」
に
は
「
漁
村
に
は
加
子
役
（
水
主
役
）
が
課
せ
ら
れ
た
。
加
子
役
と
い
う
の
は
、
漁
民
で
あ
る
水
主
（
加
子
）
が
、
海
上
の
公
務
や
軍
事
上
の
必
要
の
た
め
労
力
を
提
供
す
る
こ
と
を
い
う
。」（
二
二
八
頁
）
と
あ
り
、「
漁
村
」
に
課
せ
ら
れ
た
藩
の
税
で
あ
る
。
加
子
は
流
通
に
関
わ
る
者
も
、
漁
民
も
含
め
ら
れ
た
。
近
世
初
頭
は
ま
だ
漁
業
者
と
廻
船
に
関
わ
る
者
が
未
分
化
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
加
子
数
は
そ
の
浦
で
、
海
と
関
わ
る
生
業
を
営
む
者
の
数
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
9
）
下
芳
養
の
湯
河
氏
は
守
護
畠
山
稙
長
か
ら
直
接
書
状
が
来
る
な
ど
、
小
松
原
の
本
宗
家
か
ら
一
定
独
立
し
た
勢
力
で
あ
っ
た
。
秀
吉
南
征
時
に
は
恭
順
し
家
を
存
続
し
た
が
、
大
和
に
領
地
替
え
に
な
り
、
在
地
か
ら
離
れ
た
（『
田
辺
市
史
』
第
一
巻
　
通
史
編
Ⅰ
　
田
辺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
三
年
　
七
三
四
頁
）。
（
（0
）『
田
辺
市
史
』
第
一
巻
　
通
史
編
Ⅰ
　
田
辺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
三
年
　
七
二
二
頁
。
杉
若
氏
は
豊
臣
政
権
下
熊
野
の
材
木
調
達
を
担
っ
た
と
さ
れ
、
港
津
は
所
領
経
営
上
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
書
に
よ
る
と
天
正
一
四
年
七
月
に
湯
河
氏
と
山
本
氏
の
牢
人
が
泊
城
を
襲
撃
し
た
と
い
う
（
七
二
八
頁
）。
（
（（
）
こ
の
稿
に
度
々
登
場
す
る
用
語
に
「
根
小
屋
式
城
郭
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
城
と
居
館
（
屋
敷
・
館
）
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
地
域
支
配
に
利
用
さ
れ
る
場
合
や
、
平
時
の
居
館
と
戦
時
の
詰
城
と
い
う
関
係
に
あ
る
場
合
や
、
そ
の
関
係
を
「
根
小
屋
式
城
郭
」
と
呼
ぶ
（
村
田
修
三
「
中
世
の
城
館
」『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会
史
第
六
巻
　
土
木
』
日
本
評
論
社 
一
九
八
三
）。
根
小
屋
式
城
郭
は
、
国
人
領
主
な
ど
在
地
領
主
が
存
在
し
た
指
標
と
な
る
。
（
（（
）
白
石
博
則
「
上
野
山
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
（（
号
　
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
　
七
四
頁
。
上
野
山
城
は
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
る
と
天
文
二
三
年
八
月
湯
河
庄
司
が
畠
山
氏
に
背
き
、
山
本
氏
が
湯
河
氏
を
攻
め
、
和
睦
後
上
野
山
城
に
入
っ
た
と
す
る
が
、
裏
付
け
る
史
料
が
な
い
。
地
形
改
変
が
著
し
く
縄
張
り
は
推
定
だ
が
、
比
定
地
だ
け
は
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
（（
）
注
（
（
）　
三
七
〇
頁
（
（（
）
高
橋
成
計
「
祇
園
山
本
陣
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
一
七
号
　
二
〇
一
八
　
六
頁
、
藤
岡
英
礼
「
祇
園
山
本
陣
」『
図
解
近
畿
の
城
郭
』
Ⅱ
　
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
五
　
五
〇
七
頁
（
（（
）
新
谷
和
之
「
血
深
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
（（
号
二
〇
一
八
　
一
四
頁
で
、
紀
伊
半
島
が
地
理
的
位
置
か
ら
だ
け
で
な
く
、
海
運
を
機
能
さ
せ
る
諸
条
件
な
り
要
因
に
お
い
て
も
、
東
国
と
西
国
の
接
点
と
な
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。」（「
紀
伊
か
ら
関
東
へ
　
中
世
に
お
け
る
紀
伊
国
―
南
関
東
の
海
運
に
関
す
る
若
干
の
補
足
」『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
十
七
号
二
〇
〇
二
　
二
九
頁
）
と
い
う
見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
。
（
（
）
水
島
大
二
の
整
理
に
よ
る
と
、
和
歌
山
県
内
に
土
居
・
土
井
・
城
山
な
ど
の
城
郭
関
連
地
名
を
含
め
て
約
八
〇
〇
カ
所
の
中
世
城
館
跡
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
は
こ
の
中
で
構
造
が
わ
か
る
も
の
（
縄
張
り
図
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
）
に
限
定
す
る
と
、
二
五
〇
城
程
度
が
研
究
対
象
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
（
（
）
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
が
、
県
内
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
号
ま
で
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
発
掘
事
例
は
開
発
に
伴
う
も
の
が
多
い
が
、
西
牟
婁
郡
白
浜
町
は
部
分
的
な
も
の
を
含
め
て
、
四
カ
所
の
学
術
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
（
）
網
野
善
彦
「
一 
太
平
洋
の
海
上
交
通
と
紀
伊
半
島
」（『
海
と
列
島
文
化
第
（
巻
　
伊
勢
と
熊
野
の
海
』
小
学
館
　
一
九
九
二
）
二
九
二
～
二
九
四
頁
田
上
繁
「
四
　
熊
野
灘
の
古
式
捕
鯨
組
織
―
太
地
・
古
座
両
浦
を
中
心
と
し
て
ー
」（『
海
と
列
島
文
化
第
（
巻
　
伊
勢
と
熊
野
の
海
』
小
学
館
　
一
九
九
二
）
三
八
八
～
三
九
〇
頁
（
（
）
高
橋
修
「
海
辺
の
水
軍
領
主
、
山
間
の
水
軍
領
主
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
成
立
と
そ
の
基
盤
―
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
（（
号
　
鎌
倉
遺
文
研
究
会
編
　
二
〇
〇
五
　
（
（
）
新
谷
和
之
「
紀
伊
の
港
津
と
権
力
」『
港
津
と
権
力
』
中
世
都
市
研
究
会
編
　
山
川
出
版
　
二
〇
一
九
　
三
五
九
～
三
七
三
頁
（
（
）
表
（
の
比
高
は
山
麓
か
ら
頂
部
ま
で
の
高
さ
で
あ
る
。
曲
輪
面
積
に
は
堀
切
な
ど
を
含
め
な
い
、
城
の
曲
輪
（
平
坦
地
）
の
東
西
・
南
北
の
最
長
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
字
。
曲
輪
の
規
模
は
城
に
収
容
で
き
る
人
数
（
城
の
規
模
）
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
に
役
立
つ
。
　
な
お
、
本
文
中
の
城
館
名
の
前
の
数
字
は
こ
の
表
の
番
号
で
あ
る
。
ま
た
地
図
（
の
番
号
も
表
（
に
基
づ
く
。
地
図
（
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
陸
軍
陸
地
測
量
部
発
行
の
（0
万
分
の
（
地
形
図
を
使
っ
た
。
（
（
）「
加
太
浦
よ
り
錦
浦
迄
加
子
米
究
帳
」（『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
（
　
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
　
一
九
八
四
）
な
お
、『
和
歌
山
県
史
』
近
世
の
「
第
二
89
論考編 熊野地域の港津と城館
（
一
五
〇
七
）
の
「
畠
山
義
英
奉
行
人
盛
秀
・
康
綱
連
署
奉
書
写
」（「
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
三
小
山
氏
関
係
史
料
」『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編
　
三
二
二
頁
）
で
藤
並
荘
宮
所
分
・
牟
婁
郡
生
馬
・
堅
田
内
誉
田
肥
前
分
半
分
を
義
英
（
義
就
の
子
）
か
ら
宛
が
わ
れ
て
お
り
、
永
正
四
年
段
階
で
義
就
流
に
属
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
安
宅
荘
内
で
も
義
就
流
の
田
井
氏
と
政
長
流
の
安
宅
氏
が
分
裂
・
対
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
（
（（
）『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四
　
八
七
頁
（
（（
）「
（
周
参
見
港
」『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ⅶ
―
河
川
交
通
及
び
海
路
交
通
―
』
（
社
）
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
編
　
一
九
八
三
　
九
二
頁
（
（（
）『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四
　
九
一
頁
（
（（
）「
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
　
三
小
山
氏
関
係
史
料
」『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編 
三
三
〇
頁
。
な
お
天
正
五
年
七
月
は
、
後
に
第
二
次
木
津
川
口
海
戦
で
活
躍
す
る
織
田
信
長
が
九
鬼
嘉
隆
に
命
じ
て
建
造
さ
せ
た
大
船
群
（
鉄
甲
船
を
含
む
）
が
紀
伊
半
島
沖
を
廻
航
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
ら
「
四
人
御
衆
」
が
何
の
た
め
に
誓
約
し
た
の
か
興
味
深
い
。
（
（9
）
周
参
見
氏
関
連
の
平
地
城
館
跡
は
、
藤
原
谷
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
裏
付
け
る
資
料
が
な
い
。
筆
者
は
河
口
部
に
近
く
、
ま
た
西
辺
が
水
路
に
よ
っ
て
画
さ
れ
、
周
囲
に
小
字
「
堀
地
前
」・「
堀
地
」
を
伴
っ
た
小
字
「
本
城
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
（
（0
）
白
石
博
則
「
縄
張
り
か
ら
見
た
和
歌
山
県
の
城
館
―
虎
口
・
空
堀
・
横
矢
か
ら
見
る
」『
文
献
・
考
古
・
縄
張
り
か
ら
探
る
　
近
畿
の
城
郭
』
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
九
　
二
三
二
頁
（
（（
）「
結
城
城
跡
・
里
野
中
山
城
跡
発
掘
調
査
の
概
要
」
和
歌
山
県
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
成
果
展
『
紀
州
の
あ
ゆ
み
』
展
示
資
料
　 
二
〇
二
〇
（
（（
）
復
元
図
に
つ
い
て
は
、
白
石
博
則
「
発
掘
さ
れ
た
里
野
中
山
城
を
考
え
る
」
（『
紀
州
古
城
館
情
報
』
三
四
五
号
　
二
〇
二
〇
　
和
歌
山
城
郭
調
査
研
究
会
）
を
参
照
。
（
（（
）
白
石
博
則
「
虎
松
山
城
」『
図
解
近
畿
の
城
郭
』
Ⅰ
　
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
四
　
　
四
七
三
頁
。
藤
岡
英
礼
「
（
虎
松
山
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
（（
号
二
〇
一
九
　
四
頁
）
（
（（
）
龍
松
山
城
に
つ
い
て
は
、
田
中
伸
幸
「
（（
龍
松
山
城
・
坂
本
付
城
」『
戦
国
和
歌
山
の
群
雄
と
城
館
』
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
九
　
一
三
〇
頁
、
野
田
理
「
龍
松
山
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
（（
号
　
二
〇
一
七
　
一
四
頁
。
　
坂
本
付
城
は
、
新
谷
和
之
「
坂
本
付
城
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
（（
号
　
二
〇
一
七
　
一
八
頁
。「
奉
公
衆
山
本
氏
の
幻
の
館
―
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
　
坂
本
付
城
跡
の
発
掘
調
査
―
」『
地
宝
の
ひ
び
き
報
告
資
料
集
』（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
　
三
二
頁
。「
Ⅱ
奉
公
衆
山
本
氏
の
城
館
群
」『
特
別
展
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
』
和
歌
山
県
立
県
立
博
物
館
二
〇
二
〇
　
一
七
頁
。
（
（（
）
応
永
三
四
年
（
一
四
二
七
）
の
九
月
～
一
〇
月
に
か
け
て
、
足
利
義
満
の
側
室
で
あ
っ
た
北
野
殿
（
西
御
所
高
橋
殿
）
一
行
が
熊
野
参
詣
を
行
っ
た
時
に
、
山
本
氏
が
往
路
・
復
路
で
「
一
瀬
」（
市
ノ
瀬
）
で
「
儲
」
を
行
っ
て
い
る
（「
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
　
一
編
年
史
料
第
（（
熊
野
詣
日
記
」『
日
置
川
町
史
』
（
第
一
巻
中
世
編
　
一
八
四
頁
）。
（
（（
）「
（
日
置
港
」『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ⅶ
―
河
川
交
通
及
び
海
路
交
通
―
』
（
社
）
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
編
一
九
八
三
　
八
九
頁
（
（9
）「
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
四
銘
文
（
一
）
棟
札
銘
（
棟
札
」『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編
　
四
一
九
頁
（
（0
）「
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
四
銘
文
（
一
）
棟
札
銘
（
棟
札
」『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編
　
四
二
三
頁
。
及
び
「
Ⅳ
熊
野
武
士
の
城
館
群
」『
特
別
展
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
』
和
歌
山
県
立
県
立
博
物
館
二
〇
二
〇
　
六
六
頁 
。
（
（（
）
注
（（
「
熊
野
詣
日
記
」
に
は
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
が
北
野
殿
を
警
護
す
る
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
熊
野
水
軍
の
本
拠
・
居
館
の
様
相
」『
地
宝
の
ひ
び
き
報
告
資
料
集
』（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
　
二
六
頁
。
及
び
「
Ⅳ
熊
野
武
士
の
城
館
群
」『
春
季
特
別
展
　
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
』
和
歌
山
県
立
県
立
博
物
館
　
二
〇
二
〇
　
六
六
頁
。
（
（（
）『
和
歌
山
県
日
置
川
町
八
幡
山
城
跡
』
日
置
川
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
〇
四
　
五
三
頁
。
及
び
『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四
　
三
五
頁
。　
（
（（
）『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四
　
八
七
頁
。
田
井
筑
後
守
は
永
正
四
年
90
後
背
地
に
持
つ
こ
と
や
、
港
津
の
存
在
に
よ
っ
て
、
中
世
に
お
い
て
も
有
力
な
集
落
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
（
（（
）
新
谷
和
之
「
下
里
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
一
九
号
　
二
〇
二
〇
　
七
頁
（
（（
）
白
石
博
則
「
特
集
　
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
の
中
近
世
城
館
跡
調
査
報
告
　
概
観
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
一
九
号
　
二
〇
二
〇
　
五
頁
（
（（
）「
足
利
尊
氏
御
内
書
寫
」・「
小
俣
律
師
覺
助
軍
勢
催
促
状
寫
」・「
畠
山
国
清
軍
忠
催
促
状
」、
と
も
に
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
巻
　
熊
野
那
智
大
社
　
一
九
七
四
　
一
九
四
頁
。
（
（（
）「
太
地
城
跡
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
一
八
号
　
二
〇
一
九
　
三
四
頁
（
（（
）『
特
別
展
図
録
　
熊
野
・
那
智
山
の
歴
史
と
文
化
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
　
二
〇
〇
六
（
（（
）『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
二
巻
　
熊
野
那
智
大
社
　
一
九
七
七
　
一
〇
二
・
一
二
四
頁
　
　
（
（（
）
阪
本
敏
行
「
熊
野
那
智
山
旧
宝
蔵
院
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て
の
覚
書
」『
熊
野
那
智
御
師
史
料
』
岩
田
書
院
　
二
〇
一
五
　
一
六
〇
頁
（
（9
）
第
Ⅳ
章
考
察
篇
第
（
節
「
川
関
遺
跡
・
藤
倉
城
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
藤
倉
城
跡
・
川
関
遺
跡
』（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇
四
）
及
び
黒
石
哲
夫
「
藤
倉
城
跡
・
川
関
遺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
の
成
果
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
四
一
号
』
二
〇
〇
一
、
黒
石
哲
夫
「
藤
倉
城
跡
の
調
査
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
熊
野
三
山
の
考
古
学
発
表
資
料
集
』（
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
ほ
か
。
（
（0
）
野
田
理
「
藤
倉
城
城
館
群
跡
付
天
満
城
」『
和
歌
山
城
郭
研
究
』
一
九
号
　
二
〇
二
〇
　
三
七
頁 
（
（（
）
小
林
高
太
「
中
世
熊
野
の
港
と
倉
庫
群
」『
地
宝
の
ひ
び
き
報
告
資
料
集
』（
公
財
）
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
　
一
一
頁
（
（（
）
伊
藤
徳
也
「
明
神
山
城
」『
再
発
見
東
紀
州
の
城
』
私
家
版
　
二
〇
一
九
　
一
五
八
頁
（
（（
）
藤
岡
英
礼
「
越
路
城
」『
戦
国
和
歌
山
の
群
雄
と
城
館
』
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
九
　
二
四
四
頁
　
藤
岡
英
礼
は
こ
の
城
は
枡
形
状
虎
口
や
在
地
の
技
術
を
用
い
た
石
垣
を
使
い
な
が
ら
も
、
曲
輪
が
並
列
的
で
求
心
的
な
主
郭
（
本
丸
）
の
創
出
に
は
至
っ
て
い
な
い
な
ど
、
大
名
（
堀
内
氏
）
の
拠
点
と
は
な
り
得
な
い
と
す
る
。
確
か
に
（
（（
）
注
（（
に
同
じ
。
（
（（
）「
七
東
牟
婁
地
域
の
港
（
古
座
港
」『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ⅶ
―
河
川
交
通
及
び
海
路
交
通
―
』（
社
）
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
編
一
九
八
三
　
一
〇
八
頁
（
（（
）「
Ⅳ
熊
野
武
士
の
城
館
群
」『
春
季
特
別
展
　
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
　
二
〇
二
〇
　
八
八
頁
（
（（
）「
第
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
三
小
山
氏
関
係
史
料
」『
日
置
川
町
史
』
第
（
巻
中
世
編
　
二
〇
〇
五
　
三
五
二
・
三
五
三
頁
（
（（
）「
佐
武
伊
賀
申
状
寫
」（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
　
熊
野
那
智
大
社
一
九
七
四
）
（
（9
）「
Ⅳ
史
料
編
　
一
佐
武
伊
賀
働
書
」
海
津
一
朗
編
『
中
世
都
市
根
来
寺
と
紀
州
惣
国
』
同
成
社
　
二
〇
一
三
　
三
〇
〇
頁
（
（0
）『
熊
野
年
代
記
』
の
天
正
十
一
年
六
月
二
六
日
付
け
の
「
田
原
合
戦
湯
川
衆
下
ハ
ヤ
衆
ヲ
打
ト
ル
人
数
八
百
人
」
の
記
事
は
、
文
意
が
通
り
難
い
が
、
佐
部
城
で
堀
内
方
と
西
牟
婁
郡
の
湯
河
・
小
山
・
高
川
原
が
戦
い
、
堀
内
方
が
負
け
た
合
戦
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
南
紀
古
士
伝
」（
和
歌
山
県
立
図
書
館
蔵
）
で
も
佐
部
城
（
佐
目
ノ
城
）
は
堀
内
氏
の
城
で
高
川
原
氏
ら
に
よ
っ
て
落
城
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
裏
付
け
る
史
料
が
な
い
が
、
佐
部
城
の
縄
張
り
を
見
る
と
、
大
規
模
な
軍
事
行
動
に
関
わ
る
臨
時
的
な
城
郭
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
（
（（
）
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
九
月
八
日
「
旦
那
相
博
状
」
で
は
、
下
里
の
住
人
「
下
里
竹
内
沙
弥
覚
正
」
が
、
重
代
相
伝
の
伊
賀
国
旦
那
を
寺
尾
大
進
阿
闍
梨
坊
所
有
の
黒
皮
威
の
甲
冑
と
交
換
し
て
い
る
（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
一
巻
熊
野
那
智
大
社
一
九
七
一
　
五
一
頁
）。
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
八
月
三
日
「
旦
那
賣
券
」
で
は
「
下
里
殿
」
の
「
重
代
惣
傳
之
旦
那
」
を
十
三
貫
文
で
、
十
年
に
限
り
勝
道
坊
に
売
却
し
て
い
る
（
同
一
巻
一
四
六
頁
）。
ま
た
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
六
月
六
日
「
旦
那
賣
券
」
で
は
「
下
里
民
部
之
知
行
之
分
す
る
か
の
国
一
円
」
の
旦
那
券
を
華
厳
院
に
一
二
年
を
限
っ
て
売
却
し
て
い
る
（
同
一
巻
二
四
九
頁
）。
こ
の
権
利
は
後
に
同
じ
下
里
民
部
に
よ
っ
て
永
代
売
り
渡
さ
れ
て
い
る
。
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
五
月
一
〇
日
「
旦
那
屋
敷
譲
状
案
」
で
は
「
下
里
民
部
」
が
重
代
相
伝
の
「
武
蔵
国
矢
口
郷
の
旦
那
」
と
「
大
坊
之
屋
敷
」
を
子
の
釈
迦
女
に
譲
り
渡
し
て
い
る
（
同
（
巻
一
七
五
頁
）。
こ
の
よ
う
に
下
里
に
は
多
数
の
旦
那
券
や
屋
敷
を
持
っ
た
有
力
者
、
特
に
「
下
里
民
部
家
」
と
呼
ば
れ
る
家
が
存
在
し
た
よ
う
だ
。
下
里
は
太
田
川
に
よ
る
豊
か
な
沖
積
平
野
を
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五
七
六
頁
　
な
お
今
残
る
両
城
の
遺
構
が
、
そ
の
ま
ま
同
時
期
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
安
宅
勝
山
城
が
廃
絶
し
た
後
で
古
武
之
森
城
が
築
か
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
、
両
城
の
よ
う
に
高
所
・
深
山
、
境
界
に
あ
る
城
郭
は
、
そ
の
築
城
契
機
を
双
方
の
何
ら
か
の
進
攻
・
戦
乱
を
想
定
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
安
宅
勝
山
城
と
古
武
之
森
城
は
敵
対
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。
な
お
勝
山
城
と
古
武
之
森
城
を
比
較
す
る
と
、
勝
山
城
の
方
が
、
曲
輪
の
造
成
の
丁
寧
さ
石
積
み
の
多
用
な
ど
、
一
定
期
間
使
用
さ
れ
た
印
象
を
持
つ
。
古
武
之
森
城
は
臨
時
的
に
作
ら
れ
改
修
さ
れ
な
い
で
置
き
捨
て
ら
れ
た
臨
時
性
の
高
い
城
と
言
え
よ
う
。
（
（9
）
堀
口
健
弐
「
藤
原
城
」『
図
解
近
畿
の
城
郭
Ⅱ
』
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
五
　
五
二
一
頁
（
（0
）「
二
月
六
日
付
け
堀
内
氏
善
書
状
」
に
は
「
廊
坊
心
替
付
而
、
我
等
一
味
之
御
存
分
外
聞
本
望
候
、
弥
於
御
入
魂
ハ
、
廊
親
類
衆
之
跡
式
可
進
置
候
、
少
茂
偽
不
可
有
候
、」
と
あ
り
（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
三
巻
二
〇
六
頁
）、
氏
善
が
廊
之
坊
の
「
心
替
」
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
が
決
裂
し
、
実
報
院
と
「
入
魂
」
を
深
め
、「
廊
（
ノ
坊
）
親
類
衆
之
跡
式
」
を
実
報
院
に
進
呈
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
れ
は
氏
善
が
廊
之
坊
滅
亡
後
そ
の
遺
産
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
で
、
実
報
院
を
仲
間
に
引
き
入
れ
る
工
作
を
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
時
点
か
ら
勝
山
城
攻
め
が
始
ま
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
（
（（
）
注
（（
（
（（
）
注
（9
（
（（
）
編
者
仁
井
辺
好
古
『
紀
伊
續
風
土
記
』
第
三
楫
「
太
地
村
　
城
山
」
歴
史
図
書
社
一
九
七
〇
　
四
四
頁
　
（
（（
）
坂
本
亮
太
「
紀
州
に
お
け
る
別
峯
大
殊
の
足
跡
」『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
七
九
　
二
〇
二
〇
　
六
六
頁
平
地
城
館
の
堀
内
新
宮
城
か
ら
、
こ
の
城
は
目
視
で
き
な
い
。
ま
た
新
宮
の
町
か
ら
も
西
に
偏
っ
た
立
地
で
、
越
路
峠
を
押
さ
え
る
点
に
は
な
り
得
て
も
、
堀
内
新
宮
城
の
詰
城
や
新
宮
の
町
を
支
配
す
る
本
城
に
は
な
り
得
な
い
位
置
で
あ
り
、
縄
張
り
で
あ
る
。
（
（（
）
新
宮
城
内
の
発
掘
調
査
で
は
堀
内
期
を
含
め
中
世
の
城
郭
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
（
（（
）
新
谷
和
之
「
（（
和
歌
山
城
」『
織
豊
系
城
郭
と
は
何
か
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
　
二
〇
一
七
　
三
五
九
頁
（
（（
）
中
西
裕
樹
「
織
豊
期
の
城
下
町
と
築
城
の
目
的
」『
織
豊
系
城
郭
と
は
何
か
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
　
二
〇
一
七
　
七
二
頁
（
（（
）『
田
辺
市
史
』
第
一
巻
通
史
編
Ｉ
　
七
二
六
頁
（
（（
）
注
（（
に
同
じ
。
七
三
八
頁
（
（9
）
播
磨
良
紀
「
第
（
章
近
世
初
頭
の
鵜
殿
」『
鵜
殿
村
史
』
通
史
編
　
一
九
九
四
　
一
三
〇
頁
（
（0
）
注
（9
一
三
四 
～
一
四
五
頁
（
（（
）　
播
磨
良
紀
「
堀
内
氏
と
那
智
―
戦
国
・
織
豊
期
の
紀
南
支
配
を
通
じ
て
―
」
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
四
一
　
　
二
〇
〇
一
　
四
・
五
頁
（
（（
）「
第
Ⅱ
部
／
第
一
章
文
献
史
料
三
小
山
氏
関
係
史
料
」『
日
置
川
町
史
』
第
（
巻
中
世
編
二
〇
〇
五
　
三
三
三
・
三
三
四
頁
（
（（
）
弓
倉
弘
年
『
中
世
後
期
畿
内
近
国
守
護
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
　
二
〇
〇
六
　
二
〇
四
頁 
（
（（
）
注
（（
に
同
じ
。
（
（（
）
注
（（
に
同
じ
。
（
（（
）
弓
倉
弘
年
『
中
世
後
期
畿
内
近
国
守
護
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
　
二
〇
〇
六
　
二
〇
六
頁
（
（（
）
但
し
「
安
宅
南
要
害
」
が
安
宅
勝
山
城
で
あ
っ
た
と
し
て
も
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
な
い
表
面
調
査
の
段
階
で
は
、
調
査
者
は
城
の
最
終
時
期
の
遺
構
し
か
わ
か
ら
な
い
。
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
時
期
以
降
に
改
修
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今
見
る
遺
構
が
、
文
献
に
表
れ
る
時
代
の
も
の
か
ど
う
か
は
、
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
文
献
か
ら
城
郭
そ
の
も
の
が
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。
（
（（
）
堀
口
健
弐
「
古
武
之
森
城
」『
図
解
近
畿
の
城
郭
Ⅳ
』
戎
光
祥
出
版
　
二
〇
一
七
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